
「
ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｅ
ｋ
ｉ
」
が
、
国
際
語
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
。
地
域
活
性
化
に
抜
群
の
効
果
が
あ
る

と
、
今
や
日
本
全
国
８
８
０
カ
所
に
も
急
増
し
た
「
道

の
駅
」。
そ
の
評
判
が
海
外
で
も
人
気
を
呼
び
、「
理
念

や
手
法
を
ぜ
ひ
活
用
し
た
い
」
と
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に

導
入
す
る
途
上
国
が
相
次
い
で
い
る
。
今
年
で
制
度
化

１５
周
年
を
迎
え
た
道
の
駅
は
今
、
国
際
的
に
も
親
し
ま

れ
る
地
域
拠
点
へ
、
新
た
な
進
化
を
始
め
た
。
日
本
発

の
「
ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｅ
ｋ
ｉ
」
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
指
す
。

途
上
国
へ
の
道
の
駅
導
入

は
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府

開
発
援
助
）
が
積
極
支
援
に

乗
り
出
し
、
地
方
公
共
団
体

や
道
の
駅
関
係
者
が
、
運
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
指
導
･

助
言
し
始
め
る
な
ど
、
追
い

風
が
吹
く
。
タ
イ
で
は
１
９

９
８
年
か
ら
国
際
協
力
銀
行

の
円
借
款
で
、
農
村
部
を
対

象
に
「
産
業
村
」
と
呼
ぶ
地

域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
、
１９
県
２０
村
に
広

が
っ
た
。

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
も
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
か
ら

要
望
を
受
け
、
道
の
駅
制
度

化
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
づ
く

り
を
進
め
る
。

世
界
銀
行
も
日
本
の
「
道

の
駅
」
の
可
能
性
に
注
目
。

中
国
や
ケ
ニ
ア
で
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
を
実
施
し
た
う
え
、

導
入
す
る
際
の
参
考
に
と

「
ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｅ
ｋ

ｉ
」
づ
く
り
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
ま
と
め
て
い
る
。

千
葉
県
南
房
総
市
の
道
の

駅
「
お
お
つ
の
里

花
倶
楽

部
」、
兵
庫
県
朝
来
市
の
「
あ

さ
ご
」
な
ど
全
国
１５
の
道
の

駅
関
係
者
ら
２０
人
が
今
春
、

２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
タ

イ
国
内
の
「
ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ

ｏ
ｅ
ｋ
ｉ
」
（
開
設
予
定
地

も
含
む
）
の
視
察
・
交
流
ツ

ア
ー
に
出
か
け
た
。
今
年
は

日
タ
イ
修
好
１
２
０
周
年
。

そ
の
記
念
行
事
の
一
つ
で
、

タ
イ
国
工
業
省
産
業
振
興
局

が
主
催
し
た
。

「
産
業
村
」
は
観
光
促
進

と
村
お
こ
し
が
目
的
の
事
業

で
、
地
域
で
継
承
す
る
手
工

芸
品
の
生
産
・
販
売
・
展
示

や
、
拠
点
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
を
設
け
て
い
る
。

タ
イ
は
以
前
か
ら
タ
ク
シ

ン
前
首
相
の
音
頭
取
り
で
、

日
本
の
「
一
村
一
品
」
運
動

に
な
ら
っ
た
「
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」

運
動
を
全
国
展
開
。
産
業
村

も
そ
の
一
環
で
、
２
０
０
１

年
か
ら
は

道
の
駅
も
お
手

本
に
し
よ
う
と
動
き
始
め
、

今
回
の
ツ
ア
ー
が
実
現
し

た
。南

部
６
村
の
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
「
お
お
つ
の
里
」
の

穂
積
達
也
駅
長（
道
の
駅「
と

み
う
ら
」
経
営
の
株
式
会
社

と
み
う
ら
農
事
部
長
兼
務
）

ら
は
、
キ
リ
ウ
ォ
ン
村
産
業

村
を
訪
問
。
来
日
し
て
「
と

み
う
ら
」
で
研
修
を
受
け
た

産
業
村
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
草

木
染
め
織
物
や
コ
コ
ナ
ッ
ツ

殻
細
工
づ
く
り
の
実
演
・
展

示
・
即
売
な
ど
視
察
し
、
意

見
交
換
を
し
た
。
穂
積
駅
長

や
「
あ
さ
ご
」
の
黒
川
あ
や

子
駅
長
ら
は
各
地
で
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
、
取
り
組
ん
で
き

た
特
産
品
開
発
や
イ
ベ
ン
ト

企
画
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
披

露
し
、
交
流
を
深
め
た
。

穂
積
駅
長
は
「
施
設
が
未

完
成
の
と
こ
ろ
も
あ
り
前
途

に
苦
労
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、
キ
リ
ウ
ォ
ン
村
の
人

た
ち
が
生
き
生
き
と
働
い
て

い
て
『
所
得
が
上
が
り
い
い

道
路
や
学
校
も
で
き
た
』
と

喜
ん
で
お
り
、
お
手
伝
い
で

き
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
」

と
語
る
。

南
米
・
グ
ア
テ
マ
ラ
か
ら

は
、
国
際
協
力
機
構
な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
「
国
お
こ

し
」
の
参
考
に
と
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
が
３
年
に
わ
た
っ

て

広
島
や
長
野
の
道
の
駅

で
研
修
し
て
い
る
。

海外に広がる「michinoeki」

北京オリンピック がんばれ日本

「michinoeki」国際化

日本風景街道「桑折宿」

岩手・宮城内陸地震その後

郷土料理１６選

ファイト！道の駅の挑戦

話題の道の駅「キラメッセ室戸」

農林漁家民宿 おかあさん１００選

読者の声 おもしろ万葉集

プレゼント・クイズ

第１９号 INDEX

２
０
０
７
年
１１
月
、
信
州
伊
那
谷
道
の
駅
「
南
ア
ル
プ
ス
む
ら
長
谷
」
を
視
察
す
る
グ
ア
テ
マ
ラ
研
修
生
１２
人
ら
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
っ
て
３
年
に
わ
た
り
研
修
生
が
日
本
各
地
の
道
の
駅
を
訪
れ
た
。
内
戦
終
了
後
の
国
お
こ
し
に
携
わ
る
先
住
民
の
市
長
や
女
性
運
動
指
導

者
ら
が
主
な
メ
ン
バ
ー
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
リ
ー
ダ
ー
は
狐
崎
知
己
専
修
大
学
教
授
（
国
際
関
係
論
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
研
究
）
が
務
め
た
。
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奈
良
県
葛
城
市
内
に
あ
る

道
の
駅
「
ふ
た
が
み
パ
ー
ク

當
麻
」
駅
長
の
庄
田
三
代
子

さ
ん（
６３
）。
０４
年
に
２
回
、

祇
園
精
舎
な
ど
「
仏
教
の
ふ

る
さ
と
」を
訪
れ
た
。仏
跡
周

辺
の
道
路
や
上
下
水
道
な
ど

イ
ン
フ
ラ
は
未
整
備
。
道
路

も
円
借
款
で
順
次
改
善
、
雨

季
に
水
没
か
ら
守
る
排
水
施

設
や
電
気
、
上
水
道
も
整
備

が
進
み
、
石
窟
群
な
ど
傷
ん

だ
遺
跡
の
保
護
や
ガ
イ
ド
養

成
も
始
ま
っ
た
。

国
際
協
力
銀
行
の
イ
ン
ド

担
当
・
唐
沢
雅
幸
課
長
は

「
現
地
で
は
地
域
住
民
の
所

得
向
上
に
直
結
す
る
施
策
が

期
待
さ
れ
、
道
の
駅
導
入
に

な
っ
た
。
道
の
駅
に
な
ら
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
特
産
の
陶
器
や
木
工
品
、

織
物
な
ど
を
製
造
販
売
し
、

土
産
品
と
し
て
買
っ
て
も
ら

え
た
ら
、
と
考
え
て
い
る
。

仏
教
に
ち
な
ん
だ
地
域
振
興

策
は
奈
良
県
の
道
の
駅
に
実

績
が
あ
り
、
協
力
を
頼
ん

だ
」
と
い
う
。

道
の
駅
「
ふ
た
が
み
パ
ー

ク
當
麻
」は
、白
鳳
文
化
を
伝

え
る
相
撲
発
祥
地
の
名
刹
當

麻
寺
や
、
日
本
最
古
の
石
仏

が
あ
る
石
光
寺
も
近
く
、
道

の
駅
利
用
者
も
参
詣
客
が
多

い
。
「
万
葉
の
ふ
る
さ
と
大

和
三
山
や
二
上
山
を
一
望
す

る
金
剛
生
駒
紀
泉
国
定
公
園

と
い
う
風
土
や
歴
史
に
ふ
さ

わ
し
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
心

が
け
て
い
ま
す
」
と
庄
田
さ

ん
。
多
い
と
き
は
年
間
５０
万

人
が
利
用
す
る
人
気
駅
だ
。

イ
ン
ド
で
の
道
の
駅
づ
く

り
に
協
力
を
求
め
ら
れ
驚
い

た
が
、
祇
園
精
舎
な
ど
仏
跡

の
荒
廃
を
見
て
、
強
く
感
じ

た
。
千
数
百
年
も
昔
に
伝
来

し
、
日
本
人
や
日
本
文
化
に

多
大
な
影
響
を
与
え
た
仏

教
。
そ
の
遺
跡
を
再
び
活
性

化
さ
せ
る
た
め
、
日
本
の
仏

都
か
ら
お
手
伝
い
す
る
の
は

「
輪
廻
」
の
よ
う
な
も
の

か
、
と
。「
現
地
の
人
た
ち
、

特
に
多
く
の
女
性
が
裸
足
で

ボ
ロ
を
ま
と
っ
て
い
る
ほ
ど

貧
し
く
、
同
性
と
し
て
胸
が

痛
く
な
り
、
ぜ
ひ
自
立
の
お

手
伝
い
を
し
た
い
、
と
思
い

ま
し
た
」
と
話
す
。

セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
で
、

ど
の
よ
う
に
道
の
駅
を
つ
く

り
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

る
か
一
生
懸
命
語
っ
た
。
道

の
駅
開
設
に
は
「
農
協
婦
人

部
や
農
家
の
主
婦
グ
ル
ー
プ

が
中
心
に
な
っ
て
、
有
志
約

１
０
０
人
が
５
万
円
ず
つ
出

資
し
た
」
「
新
鮮
な
野
菜
と

手
づ
く
り
の
ミ
ソ
や
菓
子
の

直
売
に
力
を
入
れ
、
評
価
さ

れ
た
」
な
ど
。

庄
田
さ
ん
自
身
は
「
熱
心

な
仏
教
徒
で
は
な
い
」
と
い

う
が
、
毎
朝
仏
壇
へ
お
茶
、

供
え
物
を
欠
か
さ
ず
、
１０
カ

所
以
上
あ
る
先
祖
の
墓
に

は
、
ご
主
人
と
一
緒
に
毎
週

供
花
し
、
村
の
寺
で
毎
月
１

度
、
女
性
講
を
催
す
。
奈
良

周
辺
農
家
の
生
ま
れ
育
ち

で
、
今
も
兼
業
な
が
ら
自
然

を
相
手
の
農
家
の
主
婦
。
生

あ
る
も
の
を
慈
し
み
、
先
祖

を
敬
う
心
は
強
い
。
そ
こ

が
、
仏
教
の
故
里
の
人
た
ち

に
通
じ
た
に
違
い
な
い
。

仏
陀
が
修
行
を
積
み
説
法
し
た
祇
園
精
舎
は
、
入
滅

し
て
涅
槃
と
な
っ
た
地
な
ど
と
共
に
８
大
仏
跡
の
一
つ

と
し
て
、
イ
ン
ド
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
。
仏
跡

が
集
中
す
る
イ
ン
ド
北
部
ウ
ッ
タ
ル
・
ブ
ラ
デ
シ
ュ
州

は
、
人
口
最
大
州
だ
が
最
貧
困
地
域
で
も
あ
る
。
イ
ン

ド
政
府
は
仏
跡
観
光
を
盛
ん
に
し
て
地
域
振
興
を
図
り

た
い
、
と
国
際
協
力
銀
行
に
要
請
。
１
９
８
８
年
か
ら

円
借
款
で
観
光
基
盤
整
備
事
業
が
進
み
、
こ
こ
に
「
道

の
駅
」
が
導
入
さ
れ
る
。

イ
ン
ド
政
府
と
国
際
機
関

が
ア
ッ
サ
ム
州
で
６
月
に
開

い
た
「
観
光
従
事
者
教
育
訓

練
事
業
」
の
セ
ミ
ナ
ー
に
、

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
議

事
務
局
の
ス
タ
ッ
フ
（
財
団

法
人
道
路
保
全
技
術
セ
ン
タ

ー
）
が
招
か
れ
、
日
本
の「
道

の
駅
」
に
つ
い
て
講
演
し

た
。
道
の
駅
の
施
設
や
登
録

基
準
、
３
つ
の
基
本
機
能「
休

憩
」「
情
報
発
信
」「
地
域
連

携
」
を
説
明
。
最
近
の
「
防

災
」
な
ど
、
地
域
拠
点
と
し

て
の
新
し
い
取
り
組
み
も
紹

介
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
「
ホ
テ
ル
で
も
地
元

工
芸
品
を
売
っ
て
い
る
が
、

道
の
駅
と
ど
う
違
う
の
か
」

「
行
政
が
主
体
か
運
営
業
者

か
」
な
ど
熱
心
な
質
問
が
相

次
ぎ
、
講
師
は
「
地
元
の
状

況
に
合
わ
せ
て
扱
う
商
品
な

ど
を
決
め
る
。
地
元
産
業
の

発
展
を
促
す
の
も
役
割
」

「
地
元
自
治
体
が
主
体
に
な

る
の
が
望
ま
し
い
」
な
ど
、

丁
寧
に
答
え
た
。

イ
ン
ド
は
長
距
離
バ
ス
ル

ー
ト
が
発
達
し
て
い
る
が
、

屋
台
が
集
ま
っ
た
よ
う
な
タ

ー
ミ
ナ
ル
は
あ
っ
て
も
、
中

核
施
設
は
見
か
け
る
こ
と
が

無
か
っ
た
。
清
潔
な
ト
イ
レ

と
地
域
の
情
報
、
物
産
を
扱

う
施
設
が
で
き
れ
ば
、
中
核

施
設
に
な
る
。
講
師
は
「
今

回
は
観
光
関
係
者
に
よ
る
セ

ミ
ナ
ー
だ
っ
た
が
、
道
路
・

交
通
拠
点
と
し
て
も
考
え
て

ほ
し
い
。
道
の
駅
は
単
な
る

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
は
な
く
、

社
会
的
な
役
割
を
担
う
施

設
」
と
、
話
し
て
い
る
。

「
Ｉ
Ｔ
新
改
革
戦
略
」（
平

成
１８
年
１
月
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部

決
定
）
の
方
針
を
踏
ま
え
、

今
年
度
は
、
４
月
に
公
表
さ

れ
た
「
Ｉ
Ｔ
Ｓ
｜
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ

ｔ
ｙ
２
０
１
０

０８
年
度
大

規
模
実
証
実
験
実
施
計
画
」

に
基
づ
き
、
官
民
連
携
で
安

全
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
に
係

る
大
規
模
実
証
実
験
を
実
施

し
、
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
・

シ
ス
テ
ム
の
検
証
と
、
事
故

削
減
効
果
の
評
価
を
行
い
ま

す
。
大
規
模
実
証
実
験
と

は
、
統
一
的
仕
様
に
基
づ
く

イ
ン
フ
ラ
機
器
を
用
い
て
車

載
器
の
互
換
性
確
認
等
を
行

う
東
京
で
の
合
同
実
証
実
験

及
び
各
地
域
の
特
性
を
考
慮

し
た
地
域
実
証
実
験
で
あ

り
、
内
閣
官
房
を
中
心
に
、

関
係
省
庁
・
民
間
企
業
等
が

一
丸
と
な
っ
て
、
安
全
運
転

支
援
シ
ス
テ
ム
の
早
期
実
用

化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。（
前
回
掲

載
）こ

の
よ
う
な
全
体
方
針
の

も
と
、
国
土
交
通
省
道
路
局

と
し
て
は
、
官
民
共
同
で
開

発
し
た
新
し
い
Ｉ
Ｔ
Ｓ
車
載

器
を
用
い
て
、
路
車
間
通
信

に
よ
り
道
路
上
の
危
険
事
象

の
存
在
や
道
路
交
通
情
報
を

音
声
や
画
像
で
分
か
り
や
す

く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
提
供
す
る

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

０８
年
度
は
、
昨
年
度
に
実

施
し
た
、
首
都
高
速
道
路
に

お
け
る
Ａ
Ｈ
Ｓ
（
走
行
支
援

道
路
シ
ス
テ
ム
）
※
等
の
公

道
実
験
に
引
き
続
き
、
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
を
三
大
都
市
圏

等
へ
拡
大
し
、
関
越
自
動
車

道
、
首
都
高
速
、
名
古
屋
高

速
、
名
神
・
新
名
神
高
速
、

阪
神
高
速
及
び
山
陽
自
動
車

道
な
ど
を
対
象
に
、
各
高
速

道
路
会
社
等
と
連
携
し
た
大

規
模
実
証
実
験
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

各
地
域
で
の
主
な
サ
ー
ビ

ス
内
容
は
、
冬
期
の
積
雪
寒

冷
地
に
お
け
る
進
行
先
の
路

面
状
況
等
に
係
る
情
報
収
集

（
関
越
自
動
車
道
）
、
警
察

庁
と
連
携
し
た
登
り
勾
配
で

見
通
し
の
悪
い
一
般
道
で
の

前
方
障
害
物
情
報
提
供
（
首

都
高
速
）、見
通
し
の
悪
い
カ

ー
ブ
等
の
手
前
で
の
前
方
障

害
物
情
報
提
供
（
名
古
屋
高

速
・
国
道
１
５
３
号
等
）、適

切
な
経
路
選
択
の
た
め
の
画

像
・
音
声
に
よ
る
道
路
交
通

情
報
提
供
（
名
神
高
速
・
新

名
神
高
速
）
、
急
カ
ー
ブ
手

前
で
の
速
度
超
過
車
両
に
対

す
る
注
意
喚
起
、
合
流
支
援

情
報
提
供（
阪
神
高
速
）及
び

カ
ー
ブ
が
連
続
す
る
下
り

坂
で
の
速
度
超
過
車
両
に

対
す
る
注
意
喚
起
（
山
陽

自
動
車
道
）
等
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

経
て
、
０９
年
度
か
ら
の
本

格
的
な
サ
ー
ビ
ス
展
開
に

向
け
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ

の
更
な
る
推
進
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

※
Ａ
Ｈ
Ｓ
（
走
行
支
援
道

路
シ
ス
テ
ム
）
‥
道
路
と

車
が
連
携
し
、
セ
ン
サ
ー

や
路
車
間
通
信
な
ど
の
技

術
を
用
い
て
交
通
事
故
や

渋
滞
の
削
減
を
目
指
す
シ

ス
テ
ム
。

（
国
土
交
通
省
道
路
局
道

路
交
通
管
理
課

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

推
進
室
長

奥
谷

正
）

０８
年
度
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
更
な
る
展
開

～
三
大
都
市
圏
等
へ
サ
ー
ビ
ス
拡
大
～

「防災」拠点など
新たな役割紹介
アッサム州で「観光」セミナー

道の駅「ふたが
みパーク當麻」

日
本
の
仏
都
も
協
力

駅

長

の

庄
田
さ
ん

「
ぜ
ひ
、お
手
伝
い
を
」整備されたサルナート遺跡公園

インドのセミナーに参加した僧たちと話す庄田さん（右）
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国
際
協
力
銀
行
技
術
顧
問

の
鹿
野
和
子
さ
ん
。
「
ふ
た

が
み
パ
ー
ク
當
麻
」
駅
長
の

庄
田
さ
ん
が
２
回
イ
ン
ド
に

派
遣
さ
れ
た
と
き
も
同
行

し
、
タ
イ
な
ど
の
現
地
調
査

や
セ
ミ
ナ
ー
に
は
ほ
と
ん
ど

参
加
し
て
い
る
。

大
学
院
卒
業
後
約
２０
年
、

国
連
人
口
基
金
で
途
上
国
の

農
村
女
性
の
生
活
改
善
や
自

立
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
大
戦
後
一
転
し
て

強
く
な
っ
た
日
本
女
性
こ

そ
、
途
上
国
の
地
域
振
興
に

は
お
手
本
に
な
る
は
ず
、
と

退
職
。
東
京
大
学
な
ど
で
研

究
活
動
の
一
方
、
農
村
を
巡

る
う
ち
道
の
駅
の
大
き
な
可

能
性
に
気
付
い
た
。
訪
問
し

た
り
、
駅
長
ら
と
語
り
合
っ

た
道
の
駅
は
、
１
５
０
カ
所

に
の
ぼ
る
。

「
一
村
一
品
運
動
が
地
域

活
性
化
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
が
、
ま
た
産
品
の
販

路
が
課
題
の
場
合
も
多
い
。

賑
わ
っ
て
い
る
道
の
駅
な

ら
、
何
十
万
人
が
買
い
に
来

て
く
れ
る
ん
で
す
」

野
菜
の
直
売
、
地
域
色
を

生
か
し
た
料
理
、
土
産
品
な

ど
の
加
工
販
売
は
、
女
性
が

中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い

る
場
合
が
多
く
、
懸
命
に
努

力
す
る
こ
と
で
生
き
が
い
を

感
じ
、
小
遣
い
程
度
で
も
収

入
が
増
え
れ
ば
、
家
庭
も
明

る
く
な
る
。

０１
年
、
国
際
協
力
銀
行
に

働
き
か
け
、
道
の
駅
展
開
に

熱
心
な
岐
阜
県
の
地
域
開
発

担
当
者
や
、
女
性
グ
ル
ー
プ

が
起
業
し
た
会
社
の
運
営
で

人
気
を
集
め
る
同
県
の
道
の

駅
「
明
宝
」
女
性
駅
長
ら
を

タ
イ
に
派
遣
し
て
も
ら
い
、

産
業
村
関
係
者
と
意
見
交

換
。
こ
れ
が
、
道
の
駅
国
際

化
の
引
き
金
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
。

タ
イ
の
「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ

ｏ
ｅ
ｋ
ｉ
」
導
入
で
も
、
タ

イ
と
日
本
国
内
で
毎
年
１
～

２
回
、
国
際
協
力
銀
行
と
タ

イ
工
業
省
主
催
の
セ
ミ
ナ

ー
、
交
流
会
を
開
催
。
０４
年

か
ら
は
国
際
協
力
機
構
、
世

界
銀
行
、
国
土
交
通
省
、
日

本
貿
易
振
興
機
構
も
随
時
、

主
催
や
共
催
で
参
加
し
て
い

る
。タ

イ
以
外
の
国
も
含
む

「
ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｅ
ｋ

ｉ
」
推
進
で
、
も
う
一
つ
の

特
徴
は
、
各
地
の
道
の
駅
関

係
者
以
外
に
岐
阜
、
愛
媛
県

や
千
葉
県
南
房
総
市
な
ど
地

方
公
共
団
体
の
地
域
開
発
担

当
者
が
毎
回
参
加
し
、
道
の

駅
や
地
域
お
こ
し
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
対
す
る
熱

意
は
反
響
を
呼
び
、
近
年
は

世
界
観
光
機
関
な
ど
が
毎
年

１
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で

持
ち
ま
わ
り
開
催
す
る
国
際

観
光
セ
ミ
ナ
ー
で
も
毎
回
、

道
の
駅
を
討
議
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
Ｏ
ｎ
ｅ

Ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ

Ｏ
ｎ
ｅ

Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ

ｕ
ｃ
ｔ
」
。
大
分
県
発
祥
の
「
一
村
一
品
」
運
動
が
有
力

な
地
域
活
性
化
策
と
し
て
世
界
に
広
が
っ
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
る
。
政
府
も
途
上
国
支
援
に
と
、
５
月
に
横
浜
で

開
か
れ
た
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
で
も
、
産
品
紹
介
な
ど
の

公
式
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ
た
。
道
の
駅
が
同
様
に
「
ｍ

ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｅ
ｋ
ｉ
」
の
名
で
国
際
化
の
道
を
歩
み
始

め
た
の
も
、
政
府
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
有
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
用

し
た
こ
と
が
強
い
推
進
力
に
な
っ
た
。
道
の
駅
国
際
化
に

は
多
く
の
関
係
者
が
熱
意
と
労
苦
を
注
ぎ
込
ん
で
き
た

が
、
国
連
機
関
で
長
く
途
上
国
支
援
活
動
に
携
わ
っ
た
日

本
人
女
性
の
提
案
が
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

平
家
の
落
人
た
ち
が
隠
れ
住
ん

い

や

だ
と
い
わ
れ
る
祖
谷
渓
は
、
四
国

中
央
部
、
徳
島
県
西
部
に
位
置
す

る
秘
境
だ
っ
た
。
先
日
あ
る
記
事

を
見
て
い
た
ら
祖
谷
渓
の
年
間
入

り
込
み
客
が
３０
万
人
近
く
に
な
っ

た
と
言
う
記
述
が
あ
り
、
び
っ
く

り
し
て
筆
を
と
る
気
に
な
り
昔
の

旅
行
日
記
を
読
み
返
し
て
み
た
。

私
が
祖
谷
を
訪
れ
た
の
は
今
か

ら
半
世
紀
近
く
前
の
昭
和
３４
年
の

春
だ
っ
た
。
土
讃
線
の
阿
波
池
田

か
ら
バ
ス
で
祖
谷
へ
向
か
う
。
現

在
は
道
路
も
整
備
さ
れ
、
特
に
少

し
先
の
大
歩
危
か
ら
よ
い
道
が
通

じ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
当
時
は
池

田
か
ら
の
バ
ス
が
唯
一
の
ル
ー
ト

で
、
東
祖
谷
山
村
の
中
心
集
落
京

上
ま
で
の
３
時
間
の
旅
は
す
さ
ま

じ
い
の
一
語
に
つ
き
た
。

祖
谷
口
か
ら
の
山
道
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
池
田
か
ら
祖
谷
口
ま
で
の

吉
野
川
沿
い
の
道
も
す
ご
い
。
吉

野
川
の
深
い
谷
に
沿
っ
て
開
か
れ

た
バ
ス
１
台
が
や
っ
と
通
れ
る
一

車
線
の
道
、
対
向
車
が
来
れ
ば
ど

ち
ら
か
が
す
れ
違
え
る
と
こ
ろ
ま

で
バ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
運
転
手
が
ハ
ン
ド
ル
さ
ば
き

を
間
違
え
れ
ば
千
尋
の
谷
へ
真
っ

逆
さ
ま
、
の
ど
は
か
ら
か
ら
肩
は

凝
る
、
バ
ス
の
旅
で
こ
れ
ほ
ど
怖

い
思
い
を
し
た
の
は
他
に
な
い
。

ま
さ
に
秘
境
に
来
た
気
持
ち
だ

が
、
京
上
自
体
は
ど
こ
に
で
も
あ

る
山
村
集
落
、
し
ば
ら
く
歩
き
回

っ
た
後
折
り
返
し
の
バ
ス
で
西
祖

谷
山
村
の
中
心
集
落
一
宇
に
も
ど

る
。
こ
こ
が
有
名
な
か
ず
ら
橋
が

あ
る
と
こ
ろ
だ
。
人
っ
子
ひ
と
り

い
な
い
薄
暗
い
と
こ
ろ
に
つ
る
で

編
ん
だ
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
渡

ろ
う
と
し
て
足
を
踏
み
出
す
と
橋

は
揺
れ
る
、
下
を
見
る
と
川
は
は

る
か
下
、
今
回
の
旅
は
本
当
に
恐

ろ
し
い
こ
と
ば
か
り
だ
。
最
近
の

か
ず
ら
橋
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
と
、
支
え
に

は
か
な
り
太
い
ワ
イ
ヤ
ー
が
使
わ

れ
て
い
る
し
踏
み
板
も
幅
広
で
分

厚
い
も
の
の
よ
う
だ
。
こ
こ
に
年

間
３０
万
人
の
観
光
客
が
行
列
を
な

し
て
来
て
、
入
橋
料
も
５
０
０
円

取
る
と
な
れ
ば
や
む
を
得
な
い
こ

と
だ
ろ
う
が
、
時
代
は
変
わ
っ
た

も
の
だ
。
私
は
そ
の
日
一
宇
の
旅

館
に
泊
ま
っ
た
が
夕
食
が
傑
作
だ

っ
た
。
山
菜
が
出
て
く
る
か
と
思

っ
た
ら
、
さ
し
み
に
干
魚
の
焼
き

物
、
い
か
の
す
み
そ
が
メ
ニ
ュ
ー

だ
っ
た
。
遠
来
の
客
へ
の
特
別
料

理
で
も
あ
る
ま
い
が
、
翌
朝
勘
定

書
き
を
見
る
と
６
０
０
円
、
当
時

の
相
場
で
は
地
方
都
市
の
駅
前
旅

館
の
１
泊
２
食
の
料
金
だ
か
ら
驚

き
だ
。

そ
の
祖
谷
も
最
近
は
温
泉
が
湧

き
谷
底
の
温
泉
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

で
行
く
旅
館
ま
で
あ
る
と
い
う
か

ら
、
か
ず
ら
橋
の
変
貌
と
あ
わ
せ

れ
ば
祖
谷
も
も
は
や
秘
境
で
は
な

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
、
い
や

む
し
ろ
日
本
に
秘
境
が
少
な
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
や
国
際
金
融
に
詳

し
く「
世
界
に
輝
く
日
本
」を

政
治
信
条
と
す
る
参
議
院
議

員
（
鳥
取
県
選
出
、
自
民
）、

田
村
耕
太
郎
氏
が
「
道
の
駅

の
国
際
化
」
を
語
っ

た
。

◇

◇

道
の
駅
は
風
光
明

美
な
所
に
多
く
、
時

々
立
ち
寄
る
と
思
わ

ぬ
所
に
い
ろ
ん
な
産

品
が
あ
り
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
地

域
が
再
発
見
で
き

る
。地

域
再
生
は
新
し

い
こ
と
を
す
る
だ
け

で
は
な
い
。
今
あ
る

物
を
見
方
を
変
え
、

評
価
を
変
え
る
だ
け

で
、
ア
イ
デ
ア
が
広

が
り
ま
す
。

鳥
取
に
は
名
産
の

竹
輪
が
あ
り
、
私
に

は
こ
れ
が
キ
ャ
ビ
ア

よ
り
シ
ャ
ン
パ
ン
に

合
う
。
国
際
化
で
、
日
本
の

物
を
外
国
に
置
か
せ
て
も
ら

う
。
外
国
の
物
も
こ
ち
ら
で

扱
う
。
田
舎
と
田
舎
の
直
接

の
交
流
で
視
点
が
変
わ
り
ア

イ
デ
ア
も
出
る
し
、
発
見
が

あ
る
。
触
れ
合
い
を
作
る
こ

と
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
に
な

る
ん
で
す
。
ロ
ー
カ
ル
な
物

が
世
界
進
出
す
る
テ
ー
ブ
ル

に
な
っ
て
く
れ
ま
す
よ
。

道
の
駅
が
「
m
i

c
h
i
n
o
e
k

i
」
と
し
て
国
際
化

し
て
い
く
こ
と
は
、

大
い
に
意
味
が
あ

る
、
と
思
い
ま
す
。

地
域
が
発
展
す
る
に

は
、
購
買
力
を
持
つ

人
た
ち
に
、
ア
ク
セ

ス
で
き
る
拠
点
を
提

供
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
れ
は
日
本

で
も
外
国
で
も
同

じ
。
日
本
が
外
国
に

道
の
駅
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
指
導
、
助
言
し
、

外
国
は
日
本
に
視
察

に
来
る
。
そ
の
交
流

が
お
互
い
を
刺
激

し
、
互
い
の
国
で
地

域
が
活
性
化
す
る
力

に
な
る
、
と
思
い
ま

す
。
地
元
が
真
剣
に
取
り
組

む
こ
と
が
、
国
内
外
を
問
わ

ず
、
地
域
再
生
の
原
点
で

す
。
道
の
駅
か
ら
国
際
交
流

も
広
が
る
。
夢
が
あ
り
ま
す

ね
。

（
談
）

夏
真
っ
盛
り
で
す
。
こ
の

よ
う
な
時
期
は
、
燦
燦
と
降

り
そ
そ
ぐ
太
陽
と
碧
い
海
、

沖
の
水
平
線
に
沈
む
夕
陽
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
。
新
た
な

海
洋
立
国
を
目
指
し
た
海
洋

基
本
法
が
昨
年
７
月
２０
日
に

施
行
さ
れ
早
１
年
、
今
年
３

月
そ
の
法
に
基
づ
い
た
海
洋

基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
改
め
て
言
う
ま
で

も
な
い
で
す
が
、
我
が
国
は

四
面
を
海
で
囲
ま
れ
た
海
洋

国
家
。
そ
れ
を
数
字
で
表
す

と
、
以
前
こ
の
欄
で
も
紹
介

し
た
海
岸
線
延
長
を
国
土
面

積
で
割
っ
た
値
、
い
わ
ゆ
る

�
島
国
ら
し
さ
�
で
は
先
進

国
ト
ッ
プ
。

ま
た
領
土
か
ら
沖
合
２
０

０
海
里
（
約
３
７
０
㌔
）
で

囲
ま
れ
た
水
域
は
、
排
他
的

経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
と
呼

ば
れ
、
水
産
及
び
鉱
物
資
源

な
ど
の
探
査
や
開
発
の
権
利

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
我
が
国
の
面
積
は
約
４

４
７
万
平
方
㌔
で
世
界
第
６

位
。
国
土
面
積
で
は
世
界
第

６０
位
の
我
が
国
で
す
が
、
世

界
の
な
か
で
も
海
の
素
晴
ら

し
さ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
海
か
ら

さ
ら
な
る
恵
み
を
得
る
こ
と

の
で
き
る
多
く
の
未
開
エ
リ

ア
を
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
海
洋
基
本
法

は
、
我
が
国
の
将
来
に
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
可
決
・
成
立
は
与

野
党
総
意
で
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
実
際
に
そ
の
海
を

開
発
す
る
の
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
深
海
に
な
れ

ば
、
高
波
や
高
水
圧
、
さ
ら

に
は
光
の
届
か
な
い
暗
闇
を

克
服
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
わ
が
国
の
港
湾
は
、

ほ
と
ん
ど
が
水
深
２０
㍍
以
浅

に
位
置
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
港
湾
の
開
発
は
、
陸
上

と
同
様
に
機
械
に
よ
る
施
工

と
併
せ
て
潜
水
夫
に
よ
る
人

力
作
業
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。し

か
し
な
が

ら
、
水
深
が
深
く

な
る
と
潜
水
病
の

危
険
性
が
増
し
人

力
作
業
の
効
率
が

低
下
し
、
さ
ら
に

深
く
な
る
と
高
圧

で
暗
闇
の
世
界
に

な
り
潜
水
夫
が
立

ち
入
れ
な
い
領
域

に
な
り
ま
す
。
我

が
研
究
所
で
は
、

海
洋
基
本
法
の
制

定
を
機
に
、
海

洋
開
発
に
関
す

る
研
究
に
さ
ら

に
力
点
を
置
い

て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で

私
の
所
属
す
る

部
で
は
、
ロ
ボ

ッ
ト
を
使
っ
た

無
人
技
術
の
開

発
や
暗
闇
で
も

見
え
る
超
音
波

を
使
っ
た
水
中

レ
ン
ズ
の
開
発

な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
以
前
こ
の

欄
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
水

深
１
８
０
㍍
の
海
底
か
ら
落

下
物
を
２
度
も
拾
い
上
げ
た

当
研
究
所
開
発
の
�
網
チ
ェ

ー
ン
式
回
収
装
置
�
が
、
先

日
第
１０
回
国
土
技
術
開
発
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
地
球
の
恵
み
を
受
け
る
た

め
に
、
人
類
は
様
々
な
技
術

を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。
念

願
の
海
洋
基
本
法
が
成
立
し

行
政
制
度
が
整
っ
た
今
日
、

海
か
ら
さ
ら
な
る
恵
み
を
受

け
る
た
め
の
新
た
な
技
術
の

開
発
も
併
せ
て
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
独
）
港
湾
空
港
技
術
研
究

所

施
工
・
制
御
技
術
部
長

八
尋

明
彦

日本の排他的経済水域（国土交通省ＨＰより）

海からの恵みを受ける

海洋立国日本

タイの視察・交流に参加した日本の

道の駅関係者（キリウォン村で）

東北タイのセミナーでの

鹿野和子さん

国
際
経
験
豊
か
な
鹿
野
和
子
さ
ん

国民生活センター顧問

糠谷 真平

祖
谷
渓
の
今
昔

田村耕太郎

参議院議員

水
深
１
８
０
㍍
の
海
底
か
ら
落
下
物
を

回
収
（
第
１０
回
国
土
技
術
開
発
賞
受
賞
）
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女
性
の
表
情
が
い
き
い
き

し
て
い
る
ほ
ど
、
そ
の
土
地

は
元
気
に
見
え
て
く
る
。
子

育
て
や
買
い
物
な
ど
女
性
の

暮
ら
し
が
男
性
よ
り
地
域
に

根
を
張
っ
て
い
る
せ
い
だ
ろ

う
か
。
昨
年
１２
月
に
国
土
交

通
省
が
登
録
し
た
日
本
風
景

街
道
の
ひ
と
つ
、
福
島
県
伊

達
郡
桑
折
（
こ
お
り
）
町
の

「
桑
折
宿
ま
ち
な
か
街
道
」

で
繰
り
広
げ
る
「
桑
折
御

蔵
」
は
、
そ
の
モ
デ
ル
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

■
活
発
な
蔵
の
活
動

「
ど
う
ぞ
、お
上
が
り
く
だ

さ
い
」。
旧
・
奥
州
街
道
に
面

し
て
建
つ「
桑
折
御
蔵
」に
女

性
の
声
が
響
く
。
７
月
最
後

の
日
曜
日
の
お
昼
時
。
案
内

に
誘
わ
れ
、家
族
連
れ
、

中
年
夫
婦
ら
が
畳
に
上

が
り
、
卓
を
埋
め
て
い

く
。
江
戸
時
代
、
呉
服

屋
の
店
蔵
だ
っ
た
木
造

２
階
建
て
は
２０
人
も
入

れ
ば
い
っ
ぱ
い
だ
。

「
商
店
街
活
性
化
拠

点
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
町

商
工
会
が
か
つ
て
の
宿
場
町

の
復
活
を
と
県
、
町
か
ら
計

１
０
０
０
万
円
の
補
助
を
受

け
て
改
修
し
た
。
昨
年
５
月

２７
日
の
開
所
以
来
、
住
民
出

資
の
町
お
こ
し
集
団
「
元
気

こ
お
り
本
舗
有
限
責
任
事
業

組
合
」
（
藤
倉
実
理
事
長
）

が
運
営
し
て
き
た
。

実
際
に
切
り
盛
り
す
る
の

は
連
合
婦
人
会
、
交
通
安
全

母
の
会
、
日
赤
奉
仕
団
、
磐

青
の
会
、
商
工
会
の
女
性
部

な
ど
９
団
体
で
構
成
す
る
桑

折
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

（
畠
腹
桂
子
会
長
）
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
。
中
に
は
町
議

も
。
み
な
無
給
の
手
弁
当

だ
。
年
末
年
始
以
外
、
当
番

制
で
朝
の
１０
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で
�
営
業
�
を
続
け
て

い
る
と
い
う
か
ら
、す
ご
い
。

黒
光
り
し
た
太
い
柱
や
梁

に
張
ら
れ
た
本
日
の
メ
ニ
ュ

ー
は
、
こ
の
日
の
地
区
祭
り

に
合
わ
せ
た
赤
飯
、
野
菜
天

ぷ
ら
、肉
ジ
ャ
ガ
、冷
や
っ
こ

な
ど
。
地
産
地
消
の
家
庭
の

味
だ
。
隣
り
の
福
島
市
か
ら

訪
れ
た
母
娘
連
れ
は
、「
江
戸

時
代
の
街
道
レ
ス
ト
ラ
ン
っ

て
、
こ
う
だ
っ
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。お
い
し
い
で
す
ね
」と

笑
顔
で
箸
を
運
ぶ
。

蔵
は
お
も
て
な
し
処
、
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、

観
光
情
報
発
信
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
役

割
を
担
う
。
備
え
付

け
の
大
学
ノ
ー
ト
に

は
、
四
国
の
高
松
市

や
横
浜
市
、
新
潟

市
、
東
京
都
練
馬
区

な
ど
遠
来
の
客
が

「
昔
の
雰
囲
気
を
感

じ
て
ホ
ッ
と
し
た
」

と
感
謝
の
一
筆
を
残

し
て
い
く
。

メ
ン
バ
ー
の
熱
意

が
通
じ
た
の
か
１
年
た
た
ぬ

今
年
５
月
２４
日
、
来
訪
者
は

１
万
人
を
超
え
た
。
ま
と
め

役
で
あ
る
元
小
学
校
教
諭
の

連
絡
協
議
会
長
、
畠
腹
さ
ん

は
「
よ
そ
か
ら
み
え
る
人
に

喜
ん
で
も
ら
う
の
は
無
論
で

す
が
、
そ
れ
以
上
に
住
民
の

連
帯
感
や
町
を
誇
り
に
思
う

心
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
お

金
で
は
買
え
ま
せ
ん
」
と
い

う
。目

指
す
ゴ
ー
ル
は
男
女
共

生
社
会
の
実
現
だ
が
、
心
の

面
か
ら
も
、
蔵
は
地
域
の
拠

点
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う

だ
。■

昔
か
ら
地
域
お
こ
し
は

あ
っ
た
が
…

と
は
い
え
、
こ
こ
ま
で
た

ど
り
着
く
ま
で
の
道
の
り
は

り
ん
の
う

平
坦
で
は
な
い
。
林
王
喜
久

男
町
長
は
「
１０
年
か
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
。

福
島
県
北
部
に
位
置
す
る

桑
折
町
は
伊
達
氏
１７
代
・
独

眼
流
政
宗
の
ル
ー
ツ
の
地
で

あ
る
。
歴
史
は
１２
世
紀
末
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
。
み
ち
の
く

へ
伸
び
る
奥
州
街
道
、
山
形

・
秋
田
へ
通
じ
る
羽
州
街
道

の
分
岐
点
（
追
分
）
。
江
戸

時
代
は
参
勤
交
代
の
宿
場
町

と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
。
俳
人

・
芭
蕉
の
足
跡
も
あ
る
。

明
治
時
代
に
は
伊
達
郡
役

所
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

が
置
か
れ
、
北
西
部
に
そ
び

え
る
半
田
山
（
８
６
３
㍍
）

の
半
田
銀
山
は
石
見
、
佐
渡

と
な
ら
ぶ
３
大
銀
山
と
し
て

栄
え
た
。
い
に
し
え
の
小
径

は
町
の
随
所
を
ぬ
う
。

そ
の
た
め
町
内
に
は
「
文

化
財
保
存
会
」
「
追
分
地
区

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
」

「
桑
折
町
飛
翔
２１
委
員
会
」

と
い
っ
た
市
民
グ
ル
ー
プ
が

少
な
く
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
２
０
０
６

年
１２
月
に
住
民
と
行
政
の

協
働
で
発
足
し
た
「
桑
折
地

区
歩
い
て
楽
し
め
る
地
域

づ
く
り
懇
談
会
」
（
会
長
∥

畠
腹
さ
ん
）
へ
結
実
し
て

い
く
。
と
く
に
ユ
ニ
ー
ク
な

の
は
元
旦
の
夜
空
を
飾
る

「
桑
折
冬
花
火
の
舞
」
で
あ

る
。こ

と
の
始
ま
り
は
、
林
王

町
長
が
ま
だ
町
政
に
携
わ
る

前
、
自
ら
一
員
だ
っ
た
地
元そ

う

経
営
者
仲
間
ら
の
集
う
「
桑

そ
う創

塾
」
が
実
行
し
た
花
火
大

会
。
凍
て
つ
く
空
に
咲
く
花

火
は
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
全

国
へ
流
れ
、
「
桑
折
」
の
名

は
一
躍
有
名
に
。
「
そ
れ
ま

で
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
住

民
ま
で
『
資
金
援
助
す
る
の

で
続
け
ろ
』
と
言
い
出
し

た
」
（
町
長
）
と
、
い
ま
な

お
驚
き
を
も
っ
て
沈
滞
気
味

の
町
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト

を
思
い
出
す
。

こ
の
事
業
は
花
火
続
行
を

願
う
若
者
た
ち
が
結
成
し
た

「
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
２１
」
が

引
き
継
ぎ
、
９
回
目
の
来
年

１
月
２
日
、
町
民
の
花
火
参

加
費
で
約
８
０
０
発
を
打
ち

上
げ
る
。
住
民
の
幸
せ
、
ふ

る
さ
と
再
認
識
、
青
少
年
の

地
元
愛
着
心
の
育
成
な
ど
を

願
っ
て
。

奥州街道（右）と羽州街道（左）の追分

蔵
の
利
用
、冬
の
花
火
…

５

おもてなし処としてよみがえった江戸時代

の店蔵「桑折御蔵」（写真）は地域のコ

アとして老若男女でにぎわう（同）

42008 年（平成 20 年）8 月道 21世紀新聞 Route Press 21st.第 19号

������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
潜
在
資
源
を
顕
在
化

し
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
次

世
代
へ
託
す
。
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
す
私
た

ち
の
義
務
で
す
。
１０
年
後
、

２０
年
後
に
『
お
父
さ
ん
た
ち

は
何
を
し
て
た
の
よ
』
と
子

供
に
問
わ
れ
た
と
き
、
き
ち

ん
と
答
え
ら
れ
る
仕
事
を
し

た
い
」
と
林
王
町
長
。
男
性

軍
の
語
り
も
結
構
熱
い
。

■
大
学
生
の
参
入
も

蔵
で
話
し
て
い
る
と
、
東

北
大
学
（
仙
台
市
）
の
学
生

サ
ー
ク
ル
「
仙
台
都
市
デ
ザ

イ
ン
研
究
会
」
の
４
人
が
汗

を
ふ
き
ふ
き
上
が
っ
て
き

て
、
カ
キ
氷
を
注
文
し
た
。

工
学
部
で
建
築
や
土
木
な
ど

を
学
ぶ
大
学
院
生
・
大
学

生
。
懇
談
会
と
協
力
し
、
奥

州
街
道
沿
い
の
空
き
店
舗
を

「
カ
フ
ェ
図
書
館
」
に
活
用

し
た
い
と
い
う
。

人
づ
て
に
研
究
会
を
知

り
、
懇
談
会
側
か
ら
声
か
け

し
た
。
共
同
作
業
が
進
む
。

そ
の
発
想
が
面
白
い
。

本
を
町
民
か
ら
集
め
る
。

む
ろ
ん
タ
ダ
で
。
整
理
し
て

配
架
し
、
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
と
し
て
も
使
う
。
町
民
の

集
え
る
場
に
し
、�
シ
ャ
ッ

タ
ー
通
り
�
化
し
て
い
る
街

道
に
活
を
入
れ
る
狙
い
だ
。

今
年
１０
月
の
オ
ー
プ
ン
を
め

ざ
す
。「
急
が
な
く
ち
ゃ
あ
」

と
学
生
た
ち
。

２０
代
の
参
加
は
関
わ
る
人

の
平
均
年
齢
を
一
気
に
押
し

下
げ
る
。
そ
の
活
気
を
呼
び

込
み
つ
つ
、「
町
並
み
部
会
」

に
ぎ

「
賑
わ
い
創
出
部
会
」
「
桑

折
学
部
会
」
に
分
か
れ
た
懇

談
会
は
知
恵
を
絞
る
。

明
治
初
頭
、
鈴
木
三
元（
の

ち
に
村
長
）
が
私
財
を
投
じ

て
考
案
し
た
「
三
元
自
転

車
」
（
車
輪
が
左
右
に
付

く
）
復
元
▽
地
元
産
の
小
麦

粉
や
野
菜
を
使
っ
た
「
だ
ん

ご
汁
」
（
す
い
と
ん
）
開
発

▽
農
家
や
陶
芸
家
が
自
作
を

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
、
最
終

日
曜
日
に
街
道
沿
い
で
開
く

「
桑
折
宿
軽
ト
ラ
市
」
▽
街

歩
き
マ
ッ
プ
―
―
な
ど
を
提

言
、
実
現
し
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
成
果
を
背
景

に
、
昨
年
は
国
交
省
の
「
手

づ
く
り
郷
土
賞
」
に
輝
き
、

今
年
は
内
閣
府
の
「
地
方
の

元
気
再
生
事
業
」
に
全
国
１

１
８
６
件
か
ら
最
終
１
２
０

件
が
選
ば
れ
た
。

今
年
３
月
に
中
村
良
夫
・

東
京
工
大
名
誉
教
授
を
囲
ん

で
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
い
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
▽
間
伐
材
で

レ
ト
ロ
街
道
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
▽
歩
道
の
拡
張
▽
街
道
沿

い
の
塀
の
黒
塀
化
▽
標
柱
の

整
備
▽
桑
折
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
―
―
な
ど
、
事
業
の
ア
イ

デ
ア
は
尽
き
な
い
。
１０
月
に

は
羽
州
街
道
沿
い
の
自
治
体

に
呼
び
か
け
、
街
道
連
携
を

目
的
に
し
た
「
羽
州
街
道
サ

ミ
ッ
ト
」を
計
画
し
て
い
る
。

時
間
は
か
か
る
。
し
か
し

「
住
ん
で
良
し
、
訪
れ
て
良

し
」
（
桑
折
ま
ち
づ
く
り
宣

言
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は

小
さ
な
一
歩
か
ら
始
ま
る
。

で
き
る
だ
け
人
と
争
わ
ず
、

人
に
信
用
さ
れ
る
男
に
な
る
。

お
れ
が
ず
っ
と
貫
い
て
き
た
こ

と
で
す
。
中
に
は
カ
チ
ン
と
く

る
人
間
も
い
る
け
ど
、
大
体
は

相
手
の
言
う
こ
と
を
き
く
。
向

こ
う
は
お
れ
の
内
心
に
は
気
づ

き
ま
せ
ん
。
言
い
返
さ
な
い
し

感
情
を
表
に
出
さ
な
い
か
ら
。

そ
う
い
う
人
に
は
も
う
近
づ
か

な
い
。
声
が
掛
か
っ
た
ら
ま
た

仕
事
は
や
り
ま
す
け
ど
ね
。

小
学
４
年
か
ら
６
年
ま
で
通

っ
て
い
た
そ
ろ
ば
ん
塾
の
先
生

の
生
き
方
が
、
す
ご
く
い
い
な

と
思
っ
て
ま
し
た
。
週
３
回
も

教
え
て
月
謝
は
１
０
０
円
。
安

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
金
は

海
水
浴
と
か
イ
ベ
ン
ト
に
使
っ

て
し
ま
う
。
昼
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ん
で
す
。
授
業
中
よ
く
マ

ジ
ッ
ク
を
し
て
く
れ
て
面
白
か

っ
た
。
マ
ジ
ッ
ク
を
見
せ
る
た

め
に
子
ど
も
を
集
め
て
い
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
奥
さ
ん
が
ち

っ
と
も
美
人
じ
ゃ
な
く
て
、
そ

こ
そ
こ
の
と
こ
ろ
で
満
足
す
る

姿
勢
が
す
ご
く
好
き
で
し
た
。

先
生
が
あ
ま
り
に
優
し
い
か

ら
、
月
謝
を
払
わ
な
い
子
が
出

て
き
た
ん
で
す
。
す
る
と
月
謝

と
引
き
換
え
に
文
房
具
が
当
た

る
抽
選
券
を
配
る
よ
う
に
な
っ

た
。
人
を
楽
し
ま
せ
る
の
が
好

き
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
な
の
に

先
生
を
甘
く
見
て
意
地
悪
す
る

子
が
出
て
き
た
。
授
業
中
も
騒

が
し
く
な
っ
て
、
悲
し
い
こ
と

に
お
れ
も
同
調
し
て
し
ま
っ
た

ん
で
す
よ
、
仲
間
外
れ
に
な
り

た
く
な
く
て
。
集
団
の
中
に
い

る
と
自
分
を
曲
げ
な
く
ち
ゃ
い

け
な
く
な
る
。
常
に
一
人
と
い

う
の
が
一
番
い
い
。

お
れ
も
内
面
で
は
ふ
つ
ふ
つ

と
怒
り
が
あ
っ
て
、
実
際
に
は

ぶ
つ
け
き
れ
な
い
か
ら
せ
め
て

マ
ン
ガ
の
中
で
殺
し
て
し
ま
う

ん
で
し
ょ
う
。
秋
葉
原
で
事
件

を
起
こ
し
た
青
年
も
派
遣
の
立

場
が
ど
ん
な
に
悲
惨
か
、
鬱
屈

し
た
も
の
を
小
説
か
な
ん
か
に

書
け
ば
よ
か
っ
た
。
お
れ
は
競

艇
で
負
け
が
続
く
と
涙
が
出
ま

す
、
悲
し
く
て
。
番
狂
わ
せ
を

怒
る
人
が
い
る
け
ど
、
負
け
た

の
は
何
か
自
分
に
原
因
が
あ
る

と
思
っ
た
方
が
い
い
で
す
よ
。

人
の
せ
い
に
し
て
い
る
と
、
ち

ょ
っ
と
し
た
事
で
人
に
腹
を
立

て
る
よ
う
に
な
る
か
ら
。

一
応
、
自
分
で
映
画
を
作
る

つ
も
り
で
長
崎
か
ら
東
京
に
出

て
来
ま
し
た
。
結
婚
し
て
子
ど

も
が
生
ま
れ
、
稼
ぐ
こ
と
を
最

優
先
に
い
ろ
ん
な
仕
事
を
し
ま

し
た
が
、
夢
だ
っ
た
映
画
の
監

督
も
短
編
な
が
ら
実

現
し
ま
し
た
。
争
わ

ず
、
信
頼
を
得
な
が

ら
「
撮
り
た
い
」
と
周
り
に
言

い
続
け
た
か
ら
た
ど
り
着
け
た

の
か
と
思
い
ま
す
。

次
は
１
時
間
半
ぐ
ら
い
の
作

品
で
、
ホ
テ
ル
に
缶
詰
に
な
っ

て
脚
本
を
書
き
上
げ
た
の
に
ダ

メ
出
し
が
入
り
ま
し
た
。
マ
ン

ガ
は
今
ま
で
１
回
も
書
き
直
し

た
こ
と
が
な
い
の
に
、
め
げ
て

ま
す
。
映
画
の
世
界
で
は
第
３

稿
第
４
稿
が
普
通
だ
そ
う
で
。

新
し
い
奥
さ
ん
に
「
ち
ゃ
ん
と

良
い
脚
本
に
直
さ
な
き
ゃ
だ
め

で
し
ょ
う
」
と
か
「
あ
ん
ま
り

遊
び
呆
け
て
い
る
と
嫌
に
な
る

か
も
」
と
か
言
わ
れ
て
ま
す
。

日本ユニセフ協会の親善大使で歌手のアグネス・チャ

ンさんはこのほど、中国・四川大地震の被災地を訪問し

た。約２千９百万人が被災し、死者・行方不明者は約８

万８千人という未曾有の大地震では、多くの子どもが心

身ともに傷ついた。テント村を回り、子どもたちを励ま

してきたアグネス・チャン大使は、「いま一番大切なの

は心のケア」と語り、真の再建まで長い支援を呼びかけ

ている。同協会では、被災した子どもたちの現状報告を

写真パネル３０枚にまとめ各地で巡回展を開く。その一部

を紙上で紹介する。

なお、写真展の問い合わせ先は日本ユニセフ協会広報

室（０３-５７８９-２０１６）まで。

（写真はフォトジャーナリスト 新藤健一）

紙
上
写
真
展

往時の隆盛をしのばせる旧伊達郡役所

日本ユニセフ協会の親善大使

アグネス・チャンさん四川大地震被災地に

「大切なのは心のケア」

▲

ガレ場となった什�市�華鎮高橋村で

バイクに乗る親子＝２００８年６月３０日

▲母親を亡くした李彦霖ちゃん（左）

と両親と姉を亡くした劉明富君

（右）を抱きしめるアグネス・チャ

ン大使＝２００８年６月２８日、綿陽市北

川県擂鼓鎮

▲子どもたちに励ましの歌をプレゼントする

アグネス・チャン大使。山には岩石が崩落

したつめ跡が残る＝２００８年６月２８日、綿陽

市安県永安村

▲地震で４階建てが１階になってしま

った洛城小学校では１０５人が犠牲に

＝２００８年６月２９日、什�市洛水鎮

私の道

争
わ
ず
、信
用
さ
れ
る
男
で
あ
り
た
い

▲

涙
ぐ
む
子
供
た
ち
を
励
ま
す
ア
グ
ネ

ス
・
チ
ャ
ン
大
使
∥
２
０
０
８
年
６

月
３０
日
、
什
�
市
洛
水
鎮
南
元
村

▲山が崩落、土砂で埋まった擂鼓鎮

茶坊村＝２００８年６月２８日、綿陽市

北川県

▲都江堰市の倒壊したアパートで拾

った手紙を読むアグネス・チャン

大使＝２００８年６月２７日

え
び
す
・
よ
し
か
ず

１
９
４
７
年
熊
本
県
生
ま
れ
、
長
崎
県
育
ち
。
劇
団
「
東
京
乾
電
池
」
の
公

演
ポ
ス
タ
ー
を
手
掛
け
る
う
ち
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
面
白
さ
を
見
込
ま
れ
８７
年
か
ら
俳
優
と
し
て
参

加
。
９
月
公
開
の
映
画
「
次
郎
長
三
国
志
」
（
マ
キ
ノ
雅
彦
監
督
）
で
は
悪
玉
の
親
分
役
を
熱
演
し
た
。

監
督
３
作
目
と
な
る
次
回
作
は
０９
年
撮
影
開
始
予
定
。
０１
年
に
前
妻
が
病
死
、
雑
誌
の
お
見
合
い
企
画

が
縁
で
０７
年
に
１９
歳
年
下
の
女
性
と
再
婚
し
た
。

漫
画
家
、俳
優

蛭
子
能
収
さ
ん
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岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
は

各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
、
特
に
橋
梁
の
被
災
で

道
路
が
通
行
止
め
に
な
っ
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
一
般
道
の
被
災
も
交

通
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
が
、
橋
梁
は
復
旧
に
長
期

間
を
要
し
、
影
響
は
よ
り
大

き
く
な
り
ま
す
。
災
害
で
な

く
と
も
、
構
造
物
の
老
朽
化

で
損
傷
が
発
生
す
る
と
、
社

会
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。
こ
れ
を
未
然
に
防
ぐ

に
は
、
定
期
的
な
橋
梁
の
点

検
、
補
修
が
不
可
欠
で
す
。

住
宅
の
場
合
は
日
頃
か
ら

傷
み
が
な
い
か
注
意
し
、
不

具
合
を
発
見
し
た
ら
業
者
に

補
修
を
依
頼
し
ま
す
。
５
年

と
か
１０
年
に
一
度
、
専
門
業

者
に
点
検
を
依
頼
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
住
宅
は
毎
日

暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
雨
漏

り
や
建
て
つ
け
な
ど
、
気
づ

き
ま
す
が
、
橋
梁
の
場
合
、

不
具
合
が
ど
こ
に
発
生
し
、

ど
ん
な
現
象
が
起
こ
る
か
、

一
般
的
な
知
識
で
対
処
す
る

の
は
不
可
能
で
す
。だ
か
ら
、

高
速
道
路
や
国
管
理
の
国

道
、
県
管
理
の
多
く
の
道
路

に
か
か
る
橋
梁
は
定
期
的
に

点
検
、補
修
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
携
わ
る
技
術
者
は

橋
梁
の
設
計
、
施
工
に
精
通

し
、
損
傷
や
補
修
に
も
専
門

的
知
識
を
持
つ
、
言
わ
ば「
現

代
の
橋
守
（
は
し
も
り
）」。

縁
の
下
の
力
持
ち
で
す
。

橋
梁
の
点
検
は
、
橋
の
下

に
潜
っ
て
車
を
直
接
支
え
る

床
の
部
分
（
床
版
）
や
橋
桁

を
支
え
る
部
品
（
支
承
）
な

ど
、
交
通
荷
重
を
直
接
支
え

る
場
所
や
、
雨
水
で
腐
食
の

影
響
を
受
け
や
す
い
部
分
を

重
点
に
行
い
ま
す
。
高
い
場

所
に
登
っ
た
り
狭
い
所
に
這

い
つ
く
ば
っ
て
作
業
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
損
傷
の

兆
候
は
小
さ
な
傷
だ
っ
た
り

す
る
の
で
、
見
逃
さ
な
い
熟

練
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

高
度
成
長
期
は
本
州
四
国

連
絡
橋
の
よ
う
な
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
中
心
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
既
存
ス
ト
ッ
ク

を
大
事
に
使
っ
て
い
く
知
恵

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
成
し
遂
げ
る
知

恵
と
は
異
な
っ
た
内
容
が
多

く
含
ま
れ
ま
す
。

今
ま
で
は
派
手
な
技
術
に

目
が
向
き
が
ち
で
し
た
が
、

今
後
は
橋
守
の
よ
う
な
、
地

味
だ
が
世
の
中
に
と
っ
て
大

切
な
仕
事
を
担
う
人
た
ち
に

も
、
目
を
向
け
て
い
た
だ
き

た
い
、
と
思
い
ま
す
。

道
路
橋
の
予
防
保
全
に
向
け

た
有
識
者
会
議
座
長

（
独
）日
本
高
速
道
路
保
有
債

務
返
済
機
構
理
事
長
代
理

田
崎

忠
行

０５
年
の
内
閣
府
全
国
調
査

で
、
中
山
間
地
集
落
約
１
万

７
０
０
０
カ
所
で
災
害
時
に

交
通
途
絶
の
危
険
性
が
あ
る

と
判
明
、
避
難
時
の
安
全
を

損
な
わ
な
い
よ
う
、
防
災
無

線
や
衛
星
携
帯
電
話
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
離
着
陸
場
所
の
確

保
を
提
言
し
た
。
能
登
半
島

地
震
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震

で
も
土
砂
災
害
が
多
発
。
今

回
も
岩
手
、
宮
城
両
県
２
７

０
カ
所
以
上
の
が
け
崩
れ
や

地
滑
り
で
国
道
３
４
２
号
、

３
９
８
号
が
各
所
で
崩
壊
、

寸
断
し
３
４
２
号
で
は
橋
長

１
０
０
㍍
近
い
祭
畤
（
ま
つ

る
べ
）
大
橋
が
落
橋
。
岩
手

県
一
関
市
、
宮
城
県
栗
原
市

の
６
集
落
は
交
通
途
絶
で
逃

げ
場
を
失
い
自
衛
隊
ヘ
リ
が

住
民
救
助
に
出
動
し
た
。

河
川
へ
の
土
砂
流
入
で
１５

カ
所
の
せ
き
止
め
ダ
ム
が
で

き
、
下
流
域
の
決
壊
被
害
を

防
ぐ
緊
急
水
抜
き
工
事
を
実

施
。
内
閣
府
の
調
査
は
、
岩

手
県
２
８
０
カ
所
、
宮
城
県

２
５
０
カ
所
の
危
険
性
を
指

摘
し
て
い
た
が
、
各
地
で
緊

急
連
絡
体
制
づ
く
り
が
動
き

出
し
た
。

被
害
が
広
範
囲
に
及
ぶ
災

害
で
は
、
小
さ
な
自
治
体
の

力
に
は
限
界
が
あ
る
。
４
月

に
国
交
省
が
発
足
さ
せ
た
専

門
担
当
官
に
よ
る
緊
急
災
害

対
策
派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
｜
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
は
こ
れ
を
カ
バ

ー
す
る
新
施
策
だ
。

地
震
発
生
直
後
か
ら
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
被
災
状
況

調
査
な
ど
延
べ
約
１
４
０
０

人
が
出
動
、
被
害
調
査
、
復

旧
ア
ド
バ
イ
ス
、
機
材
提
供

な
ど
に
活
躍
し
た
。
両
県
内

で
土
砂
災
害
の
危
険
が
あ
る

約
２
７
０
０
カ
所
を
緊
急
調

査
し
た
チ
ー
ム
は
、
新
た
に

２０
カ
所
を
Ａ
ラ
ン
ク
の
危
険

度
と
し
、
予
防
策
を
講
じ

た
。同

省
東
北
地
方
整
備
局
の

非
常
災
害
対
策
本
部
で
情
報

収
集
に
当
た
っ
た
吉
田
敏
晴

企
画
調
整
官
は
「
一
刻
も
早

く
具
体
的
で
詳
細
な
状
況
把

握
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
、

派
遣
隊
の
活
動
は
役
立
っ

た
。
自
衛
隊
ヘ
リ
に
乗
せ
ら

れ
な
い
機
材
を
と
っ
さ
の
判

断
で
分
解
輸
送
す
る
な
ど
今

後
の
勉
強
に
な
っ
た
」
と
話

し
て
い
る
。

国
土
の
７
割
を
山
地
が
占
め
災
害
が
常
襲
す
る
日
本

列
島
。
震
災
対
策
は
長
年
、
大
都
市
被
害
を
中
心
に
進

め
ら
れ
た
が
、
２
０
０
４
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
で
、

旧
山
古
志
村
な
ど
６０
以
上
の
集
落
孤
立
で
お
年
寄
り
の

避
難
が
脅
か
さ
れ
、
中
山
間
地
災
害
対
策
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
。
６
月
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
も
土
砂
災
害

で
多
数
の
死
傷
者
・
行
方
不
明
者
が
出
て
、
中
山
間
地

集
落
の
安
全
確
保
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

「
道
の
駅
」
の
文
字
を
、

自
由
に
書
き
ま
せ
ん
か
｜

｜
。
社
団
法
人
全
日
本
書
道

教
育
協
会
（
高
木
厚
人
会

長
）
は
、
道
２１
世
紀
新
聞
と

共
同
で
、
読
者
か
ら
「
道
の

駅
」
の
書
を
募
集
す
る
。

漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ

カ
ナ
な
ど
墨
で
書
い
て
あ
れ

ば
、
半
紙
は
も
ち
ろ
ん
ハ
ガ

キ
や
包
装
紙
な
ど
自
由
で
、

木
や
石
な
ど
身
の
回
り
に
あ

る
物
に
書
い
て
も
よ
い
。

同
協
会
は
１
９
３
１
年
発

足
、
６０
年
に
社
団
法
人
の
認

可
を
受
け
た
伝
統
あ
る
書
道

団
体
。
優
秀
作
品
は
、
本
紙

上
で
発
表
し
、
道
の
駅
で
の

巡
回
展
も
予
定
。
同
協
会
は

「
紙
が
無
い
時
代
、
身
の
回

り
の
木
や
皿
の
裏
な
ど
に
書

い
た
。
上
手
と
か
下
手
で
な

く
、
心
情
を
表
す
行
為
が
書

く
こ
と
だ
っ
た
。
楽
し
い
、

ユ
ニ
ー
ク
な
、
面
白
い
作
品

を
期
待
す
る
」
と
い
う
。

【
募
集
要
項
】

▽
課
題
∥
「
道
の
駅
」

漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ

ナ
な
ど
墨
を
使
っ
て
書
く
。

▽
大
き
さ
∥
書
道
用
半
紙

大
ま
で
。
紙
以
外
の
木
片
、

石
、
葉
っ
ぱ
な
ど
の
場
合
、

大
き
さ
は
規
定
し
な
い
が
、

必
ず
写
真
を
送
る
。
（
作
品

１
点
に
つ
き
写
真
１
枚
）

▽
締
め
切
り
∥
９
月
３０
日
着

ま
で
。

▽
宛
先
∥
〒
１
６
９-

０
０

７
３

東
京
都
新
宿
区
百
人
町
１-

１９-

１３
浅
川
ビ
ル
５
階

㈳
全
日
本
書
道
教
育
協
会

「
道
の
駅
」
係
。

▽
問
い
合
わ
せ
∥
同
協
会
☎

０３
・
３
３
６
１
・
２
２
２
１

か
つ
て
「
道
の
駅
」
と
い

う
言
葉
を
は
じ
め
て
聞
い
た

時
に
は
、
と
て
も
新
鮮
で
あ

っ
た
。
今
回
の
課
題
に
多
く

の
応
募
が
あ
り
、
道
の
駅
と

い
う
言
葉
が
ず
い
ぶ
ん
一
般

に
定
着
し
た
の
だ
と
感
じ

た
。応

募
さ
れ
た
方
そ
れ
ぞ
れ

に
、
道
の
駅
に
は
ず
い
ぶ
ん

思
い
入
れ
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。
想
像
を
超
え
た
表
現
が

集
ま
っ
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は

み

ち

の

え

一
字
一
音
で
「
未
知
之
恵

き岐
」
と
書
き
、
し
か
も
篆
書

風
に
書
い
た
、
丸
亀
の
佐
藤

さ
ん
の
も
の
だ
っ
た
。

一
関
の
石
田
さ
ん
の
作
品

に
は
、
未
来
に
通
じ
る
道
を

走
っ
て
い
る
よ
う
な
伸
び
や

か
さ
が
あ
っ
た
。

相
生
の
清
水
さ
ん
は
、
段

ボ
ー
ル
、
レ
ン
ガ
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
包
装
紙
な
ど
様
々

な
用
材
の
上
に
作
品
を
書
い

て
お
り
、
楽
し
め
た
。
中
で

も
、
段
ボ
ー
ル
と
思
わ
れ
る

紙
（
左
端
）
に
書
か
れ
た
道

の
駅
は
、
存
在
感
の
あ
る
、

豊
か
な
道
の
駅
で
あ
っ
た
。

㈳
全
日
本
書
道
教
育
協
会

会
長

高
木
厚
人

全日本書道教育協会が募集

国交省、警察等の災害復旧車両の待機場所として

活用＝道の駅「路田里はなやま」（宮城県）

続
く
震
災
で
浮
き
彫
り

国
も
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
発
足

想
像
を
超
え
た

表
現
集
ま
る

前
回
の
応
募
作
品
か
ら

崩落した国道３４２号の祭畦大橋

専
門
知
識
持
つ
縁
の
下
の
力
持
ち

岩
手
県
一
関
市

石
田
幸
子
さ
ん
の
書

香
川
県
丸
亀
市

佐
藤
昭
三
さ
ん
の
書

兵
庫
県
相
生
市

清
水
一
さ
ん
の
書
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岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の

被
災
地
は
、
栗
駒
高
原
の
景

勝
と
周
辺
温
泉
地
を
誇
る

「
栗
駒
国
定
公
園
」
地
域
。

平
常
通
り
営
業
中
の
旅
館
や

道
の
駅
に
ま
で
風
評
被
害
が

及
び
、
か
き
入
れ
時
の
夏
に

観
光
客
を
失
っ
た
打
撃
は
大

き
い
。

岩
手
県
で
は
秋
田
県
境
に

近
い
一
関
市
の
須
川
高
原
温

泉
、
矢
び
つ
温
泉
、
祭
畤
温

泉
、
奥
州
市
の
国
見
平
温
泉

な
ど
７
温
泉
が
建
物
や
送
湯

管
破
損
、
国
道
不
通
で
休

業
。宮

城
県
で
も
大
き
な
犠
牲

が
出
た
駒
の
湯
温
泉
以
外

に
、
栗
原
市
の
温
湯
温
泉
、

湯
浜
温
泉
の
旅
館
や
民
宿
、

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
休
業
に

追
い
込
ま
れ
た
。

栗
原
市
の
第
３
セ
ク
タ
ー

が
経
営
す
る
４
温
泉
施
設

は
、
全
従
業
員
１
３
５
人
の

３
分
の
２
を
一
時
解
雇
。
仮

設
住
宅
暮
ら
し
を
迫
ら
れ
る

従
業
員
も
出
る
な
ど
、
地
域

全
体
へ
の
影
響
が
広
が
る
。

８
月
に
国
道
３
９
８
号
、
３

４
２
号
が
応
急
的
に
復
旧

し
、
半
数
は
順
次
営
業
を
再

開
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅

と
の
宿
泊
客
送
迎
サ
ー
ビ
ス

を
再
開
し
た
須
川
高
原
温
泉

は
「
例
年
の
活
気
は
見
込
め

な
い
」
と
い
う
。

ま
た
、
祭
畤
大
橋
は
構
造

な
ど
に
問
題
は
な
く
、
地
盤

崩
壊
に
よ
る
落
橋
と
分
か

り
、
来
春
以
降
、
別
の
場
所

に
架
け
替
え
る
。

「
道
の
駅
」
へ
の
影
響
も

大
き
い
。
国
道
３
９
８
号
沿

い
の
栗
原
市
花
山
の
「
路
田

里
は
な
や
ま
」
は
、
一
部
被

災
し
な
が
ら
１
日
だ
け
休
業

し
、
救
援
や
復
旧
の
作
業
者

ら
に
食
料
や
飲
料
の
安
売
り

で
協
力
。
だ
が
、
温
泉
客
は

減
り
土
、
日
曜
日
も
閑
散
と

し
た
状
態
だ
。

佐
藤
倫
冶
駅
長
（
５７
）
は

「
レ
ス
ト
ラ
ン
は
例
年
、
名

物
の
自
然
薯
料
理
予
約
客
で

満
杯
だ
が
、
昨
年
の
１
割
程

度
で
す
。
野
菜
直
売
の
売
り

上
げ
も
さ
っ
ぱ
り
で
周
辺
農

家
へ
の
影
響
も
大
き
い
。
危

機
感
に
駆
ら
れ
ま
す
」
と
い

う
。宮

城
県
道
の
駅
連
絡
会
と

相
談
し
７
月
上
旬
、
県
内
１０

駅
か
ら
特
産
品
の
提
供
を
受

け
２
割
引
き
で
販
売
す
る

「
復
興
市
」
を
開
催
。
近
隣

４
駅
の
駅
長
さ
ん
も
売
り
子

で
参
加
し
て
賑
わ
い
、
栗
原

市
に
売
上
金
２２
万
円
を
寄
付

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

国
道
３
４
２
号
沿
い
の
一

関
市
厳
美
町
に
あ
る
道
の
駅

「
厳
美
渓
」
も
、
祭
畤
大
橋

手
前
ま
で
は
通
行
可
能
で
平

常
通
り
開
店
し
た
が
、
客
は

パ
ラ
パ
ラ
で
、
復
興
市
の
開

催
な
ど
盛
り
返
し
に
懸
命

だ
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
民
族
大

移
動
の
真
っ
最
中
で
あ
る
。

海
を
求
め
る
人
々
で
、
南

に
向
か
う
高
速
道
路
は
大
渋

滞
。
自
転
車
、
サ
ー
フ
ボ
ー

ド
、
巨
大
な
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
を
乗
せ
た
引
っ
越
し
同
然

の
車
に
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
。
バ
カ
ン
ス
・
シ
ー
ズ
ン

の
到
来
だ
。

も
と
も
と
、
バ
カ
ン
ス（
ｖ

ａ
ｃ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
）
と
い
う
の

は
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
る
。
ど

こ
か
、
優
雅
な
響
き
を
感
じ

る
の
は
私
だ
け
で
は
あ
る
ま

い
。そ

し
て
、
バ
カ
ン
ス
と
い

え
ば
、
日
焼
け
。
日
焼
け
こ

そ
が
セ
レ
ブ
の
象
徴
で
あ

り
、
ス
テ
イ
タ
ス
。白
い
と
、

バ
カ
ン
ス
に
行
け
な
い
貧
乏

人
と
見
な
さ
れ
る
た
め
、
み

ん
な
こ
ぞ
っ
て
ビ
ー
チ
に
出

か
け
、
何
を
す
る
で
も
な

く
、
ひ
た
す
ら
肌
を
焼
く
。

し
か
し
、
１
カ
月
も
の
ホ

テ
ル
滞
在
に
は
、
当
然
お
金

が
か
か
る
。
こ
こ
で
救
世
主

と
な
る
の
が
、
長
期
滞
在
型

の
農
家
民
宿
で
あ
る
。
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

言
葉
自
体
は
、
日
本
で
も
ず

い
ぶ
ん
浸
透
し
た
と
思
う

が
、
実
際
に
体
験
し
た
こ
と

の
あ
る
人
と
な
る
と
、
ま
だ

ま
だ
少
数
派
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
私
が
今
年
の
バ
カ

ン
ス
先
に
選
ん
だ
の
は
、
フ

ラ
ン
ス
南
西
部
の
ワ
イ
ン
農

家
と
フ
ォ
ワ
グ
ラ
農
家
で
あ

っ
た
。

初
め
て
の
左
ハ
ン
ド
ル
・

右
側
通
行
・
超
高
速
運
転
・

カ
ー
ナ
ビ
な
し
。
ミ
シ
ュ
ラ

ン
の
地
図
と
フ
ラ
ン
ス
語
の

道
路
標
識
だ
け
を
頼
り
に
、

宿
泊
先
と
な
る
農
家
を
探
す

こ
と
が
ど
れ
だ
け
困
難
な
こ

と
で
あ
っ

た

か
。し

か
し
、
清

潔
で
快
適
な
部

屋
、
目
の
前
に

広
が
る
農
耕
景

観
、
心
温
ま
る

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
、
そ
し
て
農

家
な
ら
で
は
の

食
事
。
ブ
ド
ウ

畑
の
真
ん
中
で

自
家
製
の
ワ
イ

ン
を
味
わ
い
、

元
気
に
走
り
回

る
鴨
や
ガ
チ
ョ

ウ
を
見
な
が
ら

フ
ォ
ワ
グ
ラ
や

コ
ン
フ
ィ
（
フ

ォ
ワ
グ
ラ
用
の
鴨
の
肉
を
鴨

自
身
の
脂
で
じ
っ
く
り
と
煮

た
料
理
）
に
舌
鼓
を
打
つ
。

食
の
安
全
性
が
崩
壊
し
て
い

る
昨
今
、
こ
れ
以
上
の
贅
沢

は
な
い
。
こ
れ
で
も
費
用
は

ホ
テ
ル
の
３
分
の
１
程
度
。

さ
ら
に
、
縦
列
駐
車
の
ス
ト

レ
ス
や
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
と
い
う
特
典
ま
で
つ
い

て
く
る
。

農
業
が
つ
く
る
の
は
、
農

作
物
だ
け
で
は
な
い
。
農
村

は
、
家
族
の
結
び
付
き
、
景

観
、
固
有
の
食
文
化
、
余
暇

空
間
、
都
市
と
の
交
流
、
癒

や
し
の
効
果
な
ど
、
多
く
の

も
の
を
生
み
出
し
て
い
る
。

海
水
浴
に
行
く
ブ
ル
ー
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
も
い
い
け
れ

ど
、
た
ま
に
は
、
グ
リ
ー
ン

な
バ
カ
ン
ス
を
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

松
田
裕
子
∥
博
士
（
農

学
）、

バ
ル
セ
ロ
ナ
在
住

福
島
県
と
県
内
１６
の
「
道

の
駅
」で
組
織
す
る「
福
島
道

の
駅
連
絡
会
」は
８
月
、駅
の

施
設
を
災
害
時
の
避
難
所
や

救
援
基
地
な
ど
の
防
災
拠
点

と
し
て
総
合
利
用
す
る
基
本

協
定
を
締
結
し
た
。

同
県
の
道
の
駅
は
、
県
が

地
域
防
災
計
画
で
定
め
た
緊

急
輸
送
路
線
に
あ
る
た
め
、

駅
の
施
設
や
駐
車
場
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
有
効
活
用
す
る
の

が
目
的
だ
。

岐
阜
県
と
、
同
県
土
岐
市

の
「
土
岐
美
濃
焼
街
道
」
な

ど
東
濃
地
域
の
道
の
駅
１０
駅

が
全
国
に
先
が
け
、
災
害
時

に
食
料
、
飲
料
な
ど
の
流
通

在
庫
を
地
域
に
提
供
す
る
協

定
を
結
ん
で
い
る
。
福
島
県

の
ケ
ー
ス
は
、
道
の
駅
連
絡

会
を
対
象
と
し
た
全
国
初
の

試
み
で
、
道
の
駅
を
防
災
拠

点
と
し
て
幅
広
く
活
用
す
る

構
想
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

今
夏
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
で
は
、
い
か
に
地
球
温

暖
化
対
策
を
進
め
る
か
が

最
大
課
題
に
な
り
ま
し

た
。わ

が
国
で
は
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
の
徹
底
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
夏

は
こ
と
の
ほ
か
の
猛
暑

で
、
大
都
市
で
の
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
追
放
も

い
っ
そ
う
大
き
な
課
題
に

な
り
ま
し
た
。
ご
承
知
の

よ
う
に
、
都
市
部
で
は
人

工
的
な
排
熱

が
周
辺
部
よ

り
高
く
、
熱

の
島
が
で
き

て
い
る
よ
う

に
な
る
現
象

で
す
。
自
動

車
や
エ
ア
コ

ン
使
用
を
な

る
べ
く
控
え

る
エ
コ
ラ
イ

フ
実
践
が
各

界
で
望
ま
れ

て

お

り

ま

す
。日

本
道
路

建
設
業
協
会

は
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現

象
の
緩
和
に

向
け
た
技
術

開
発
に
取
り

組
ん
で
お
り

ま
す
。
昼
間

の
路
面
温
度

上
昇
を
抑
え

る
こ
と
に
よ

り
、
夜
間
の

路
面
か
ら
の

熱
放
射
を
下

げ
て
熱
帯
夜

の
緩
和
な
ど

に
効
果
が
あ

り
ま
す
。

一
つ
は
、
打
ち
水
効
果

に
よ
る
水
分
の
気
化
潜
熱

を
利
用
し
た
「
保
水
性
舗

装
」
で
、
雨
な
ど
の
水
分

が
蒸
発
す
る
際
に
気
化
熱

を
奪
い
、
夏
季
に
最
大
１４

度
ほ
ど
路
面
温
度
を
下
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
日
射
の

反
射
量
を
多
く
し
て
路
面

温
度
の
上
昇
を
抑
制
す
る

「
遮
熱
性
舗
装
」
で
、
こ

ち
ら
も
夏
季
に
１０
度
以
上

路
面
温
度
を
低
減
さ
せ
る

実
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

日
本
道
路
建
設
業
協
会

は
、
《
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
０
５
》に
基
づ
き
、「
道

路
の
整
備
は
わ
れ
わ
れ
が

果
た
す
べ
き
次
世
代
へ
の

責
務
」
と
の
共
通
認
識
を

持
ち
、
良
い
品
質
の
道
路

を
安
く
安
全
に
提
供
す

る
、
防
災
対
策
や
災
害
時

の
復
旧
支
援
等
に
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
誓
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
魅
力
あ
る
道
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
市

民
に
親
し
ま
れ
る
建
設
業

を
め
ざ
し
、
地
域
住
民
や

学
童
に
参
加
を
求
め
た
現

場
見
学
会
、
新
設
道
路
で

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
大

会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
開

催
し
て
お
り

ま
す
。

な
継
承
発
展
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
で
す

安全、快適、環境にやさしい道路／明日の日本も必要としています／先人たちが営々と築き上げてきた美しく住みよい国土／次世代への豊か

「
復
興
市
」な
ど
開
催

特
産
品
提
供

「遮熱性舗装」導入も進む

岩手・宮城内陸地震

開催された「復興市」

温度下げる「保水性舗装」

道
の
駅
連
絡
会

県
と
防
災
協
定

ヒートアイランド追放へ

福 島

施設や駐車場

緊急輸送の拠点に

スペ
ース

１６駅を幅広く活用へ

フランス南西部の農村

お
す
す
め
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ
カ
ン
ス
・
シ
ー
ズ
ン

日
射
に
よ
る
路
面
の
高
温
化
を
防
ぐ
舗
装
。
車
路

が
白
味
が
か
っ
て
い
る
（
京
葉
道
路
の
新
し
い
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
幕
張
で
）
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立秋も過ぎ、もうすぐ「食欲の秋」「行楽

の秋」のシーズン到来。その旅を支える休憩

ポイント・道の駅は、年を追うごとに増え全

国で８８０駅になった。ドライブ中に立ち寄っ

た駅で、食べたり、買える名物郷土料理の中

から、当編集部取材班が選んだ評判の料理・

土産品を特集する。

（小見出しは郷土料理

名、道の駅の所在地、

駅名、電話番号の順。

文末のカッコ内は高速

道路ＩＣから道の駅へ

の主なルート）

北埼玉地域の郷土

料理で、甘いつぶし

餡入り蒸しまんじゅ

うに赤飯をまぶして

ある。赤飯が栗のい

がのように見えるこ

とから、この名が付

いた。

駅では、地元の主

婦でつくる「コスモス工房」が手作りした「いが饅頭」（１

個１２０円）＝写真＝を販売している。市も地元のお菓子を

盛り上げようと、イメージキャラクター「いがまんちゃん」

を考案。「いがまんちゃんＴシャツ」（１５７５円）も駅で購入

できる。（東北道羽生ＩＣからＲ１２２）

駅では「スローフード」を掲げ、地産地消にこだわった

メニューを多数用意している。人気メニューは但馬牛瓦焼

き定食（２０００円）＝写真、但馬牛ステーキ丼（１２８０円）但

馬牛ステーキこん丼（９００円）など。

また朝来は三大ネギの一つ岩津ねぎの産地。直径２．５～

３㌢、長さ

７０㌢の太ね

ぎは煮て良

し、焼いて

良し。

駅では１１

月～４月の

出荷シーズ

ンに販売す

るほか、ウ

インナーや

メンチカツ

に練りこんだ商品も多数開発、人気を呼んでいる。（北近畿

豊岡道山東ＰＡから直接または県道１３６号）

杉の棒にご飯を竹輪のように巻いて焼いた「きりたん

ぽ」を使った鍋料理。

比内地鶏のだしに鶏肉、山菜やキノコを入れるのが一般

的だが、その起源は、秋田県北部（鹿角市周辺）の猟師（マ

タギ）が山で残ったご飯を使って焼いたり鍋に入れたりし

たことに始まるという。

家庭料理であるため、元は鶏肉を入れる決まりはなかっ

たが、比内地鶏が有名になり、鶏肉を入れる形で親しまれ

るようになった。

発祥の地、鹿角市にある駅のレストランでは「きりたんぽ

膳」（１５００円）＝写真＝が人気。比内地鶏でだしをとった本

格派だという。（東北道鹿角八幡平ＩＣからＲ２８２）

羊肉料理ジンギスカンは、北海道の郷土料理。２００４年に

北海道遺産にも指定されている。

焼いた後にたれにつける

「生ジンギスカン」と、焼

く前にたれに漬け込む「味

付けジンギスカン」の２通

りがあるが、「味付け」は

滝川市の専門店「松尾ジン

ギスカン」が発祥。

駅では同店とやはり市内

の老舗「小林ジンギスカ

ン」の特上肉などを詰め合

わせたオリジナルのセット

（３０００円）＝写真＝を販売

している。（道央道滝川Ｉ

ＣからＲ１２）

じゃこてんは、近海で漁獲された魚のすり身の形を整

え、油で揚げた魚肉練り製品。「じゃこてんぷら」「皮天ぷ

ら」などとも呼ばれる。

駅には上灘漁協女性部が経営する販売コーナーが設けら

れ、四角い「じゃこてん」（１１５円）やハート形の「ラブじ

ゃこてん」（６０円）が食べられる。駅は夕日の名所として

も有名。夕日を眺めながら２人でラブじゃこてんを食べる

と幸せが訪れるという。（松山道伊予ＩＣからＲ３７８）
❼但馬のまほろば

❽ポート赤碕

❾シーサイドふたみ

❿かわうその里すさき

桃山天下市

川辺やすらぎの郷

❶たきかわ

❷はしかみ

❸かづの

❹いりひろせ

❺はにゅう

❻富士川楽座

５枚におろしたかつおを火であぶり、氷水でさっと冷や

す。大葉やニンニク、みょうがなどの薬味でいただく「か

つおのたたき」。駅内の魚彩館では１人前４８０円。店内では

随時かつおのわら焼きの実演販売も。かつおは時価だが、

相場は一節１０００～２０００円。これに３００円の体験料を追加す

れば、自らわら焼きもできる。

また、レストランとれた亭では、かつおたたき膳（１５００

円）が人気。おみやげ用の真空パック入りもある。（高知

道須崎東ＩＣからＲ５６）

体長４０㍉前後の桜えびは世界でも駿河湾でしか大量に捕

れない貴重な食材。漁期の桜えび干しは季節の風物詩とな

っている。

生食はもちろん、釜飯、寿司、桜えび鍋など料理法は多

種多彩で、特

にか き あ げ

は、桜えび特

有のの香ばし

さとカリッと

した歯ごたえ

が人気。

駅内のフー

ドコートでは

桜えびのかき

あげ丼（８８０

円）やそばとかき揚げのセット（８００円）が人気。おみや

げ用には干し桜えび（箱入り８００円～）もある。（東名高速

富士川ＳＡから直接、または富士川身延線）

鶏の身と錦糸たまごやのりをご飯に乗せ、鶏のだしスー

プをかけるのが鶏飯。奄美の料理として有名だが、南薩摩

にも古くから伝わる。

駅の川辺鶏飯定

食＝写真＝の鶏は

川辺産。鶏の旨味

たっぷりのだしで

さらさらっといけ

る。おかわり用の

ご飯とだしスープ

もついて７３５円は

お得。

鶏を細かく裂く奄美に対し、川辺はひと口大に切るのが

特徴だったが、近年、食べやすさの点から奄美同様に鶏肉

を細かくするなどの工夫も加えている。（指宿スカイライ

ン川辺ＩＣからＲ２２５）

八戸市とその周辺の太平洋沿岸に伝わる「いちご煮」は、

ウニとアワビの吸い物。乳白色のスープとウニの姿が朝も

やに霞む野イチゴ

に似ているのが名

の由来とされる。

同町は「いちご

煮の里」と呼ば

れ、毎年７月下

旬、いちご煮祭

りを開催してい

る。

駅のレストラン

でもいちご煮定食

（１６００円）やいちご煮ラーメン（１３００円）＝写真＝などを

提供している。売店ではおみやげ用に「いちご煮」の缶詰

（１１００円～）も人気。（東北道八戸ＩＣからＲ４５）

アゴは、日本海で５～９月に捕れるトビウオのこと。琴

浦町のシンボル魚で、夏を告げる魚でもある。

アゴのすり身を丸竹に巻きつけて炭火で焼きあげたもの

が「あご野焼」。ちくわに似ているが、すり身は黒っぽく、

外観は野暮な感じだが、風味と食感は酒の肴に最適。

駅内の赤碕漁協直営の活魚鮮魚センターでは、毎朝焼い

たばかりの野焼き（２００円～）が入荷し、熱々を口にでき

る。おみやげ用

には真空パック

入り（２５０円～）

もある。（米子

道米子ＩＣから

Ｒ９）

玄界灘の海の幸でイチオシはイカ。唐津市の呼子漁協で

は５～１０月、ケンサキイカが大量に水揚げされる。ケンサ

キイカは肉厚で、甘味が強いのが特徴。この良さを生かし、

当地で始まった調理法が「イカの活きづくり」。

１分以内に手早くイカをさばき、透明感のある身を口に

運ぶ。駅のいかづくし定食（３９００円）、活いか定食（２８３５

円）、いか丼セット（２４１５円）などでその味を楽しめる。

おみやげ用には冷凍イカシュウマイ（８個入り１１００円）

やイカのもろみ漬け（２８０㌘、１１５５円）も。（厳木多久道牧

瀬ＩＣからＲ４０経由Ｒ２０４）

青笹１枚の上に、麹と米を混ぜた飯を盛り、その上に魚

を乗せ、重しで２、３カ月漬けた熟れずしの一種。発酵に

よる独特の風味が特徴で、上越地方の行事食、正月のもて

なし料理として作られてきた。

駅によると、イワナ１尾を乗せたものが本来だったが、

入手しやすいホッケを乗せたものが普及したという。

駅内のレストランでは、イワナ笹寿司（８００円）のほか、

３枚におろしたホッケを乗せたほっけ笹寿司（３００円）を

提供、人気を呼んでいる。（関越道小出ＩＣからＲ２５２）

道
の
駅
８

初
版
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１
１
日
１
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時
４
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分
５
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秒
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川辺やすらぎの郷 ☎０９９３・５８・３１３１

鹿児島県南九州市

❷
❸

❺

❶

❻

❹

❼

❿

❽

❾

鶏飯





これが「ラブ

じゃこてん」

１２

かわうその里すさき ☎０８８９・４０・０００４

シーサイドふたみ ☎０８９・９８６・０５２２

桃山天下市 ☎０９５５・５１・１０５１

高知県須崎市

愛媛県伊予市

佐賀県唐津市イカの活きづくり

かつおのたたき

じゃこてん

１０

９

１１

じ
ゃ
こ
て
ん
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

ポート赤碕 ☎０８５８・４９・２０２０

但馬のまほろば ☎０７９・６７６・５１２１

鳥取県琴浦町

兵庫県朝来市但馬牛・岩津ねぎ

あご野焼８

７

富士川楽座 ☎０５４５・８１・５５５５

はにゅう ☎０４８・５６０・１０１０

静岡県富士川町

埼玉県羽生市

桜えびのかき揚げ

いが饅頭

桜
え
び
の
か
き
揚
げ
丼

と
し
ら
す
丼

の
ミ
ニ
セ
ッ
ト
（
９
０
０
円
）

６

５

いりひろせ ☎０２５・７９６・２５００

かづの ☎０１８６・２２・０５５５

新潟県魚沼市

秋田県鹿角市

笹寿司

きりたんぽ鍋

４

３

たきかわ ☎０１２５・２６・５５００

はしかみ ☎０１７８・８８・１８００

北海道滝川市

青森県階上町

ジンギスカン

いちご煮

１

２
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8

月

30

日
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中
国
の
四
川
省
を
中
心
と
し
た

大
地
震
で
は
、
想
像
を
絶
す
る
被

害
と
死
者
数
に
圧
倒
さ
れ
る
ば
か

り
で
し
た
。
わ
が
国
で
も
地
震
が

相
次
ぎ
、
新
し
い
地
震
が
あ
る
た

び
に
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
被
害
を

経
験
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
然

の
力
の
大
き
さ
に
改
め
て
人
の
小

さ
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。

中
国
は
、
こ
の
よ
う
な
地
震
や

洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
の
経
験
を

豊
富
に
持
っ
て
い
ま
す
。
大
災
害

と
政
治
の
有
り
様
を
結
び
つ
け
る

よ
う
な
考
え
方
も
昔
か
ら
あ
り
ま

す
。
中
央
ア
ジ
ア
の
乾
燥
地
帯
か

ら
連
な
る
大
陸
国
で
す
か
ら
、
異

民
族
と
の
度
重
な
る
紛
争
や
戦
争

に
よ
る
大
量
殺
戮
の
経
験
が
あ
る

う
え
に
、
自
然
災
害
に
よ
っ
て
も

多
く
の
人
が
死
に
、
苦
し
ん
で
き

た
歴
史
が
あ
る
の
で
す
。

中
国
や
わ
が
国
は
、
自
然
災
害

に
苦
し
め
ら
れ
、
歴
史
的
に
も
多

く
の
命
を
失
っ
て
き
ま
し
た
が
、

現
在
の
世
界
文
明
を
作
り
上
げ
た

西
欧
諸
国
に
は
、
そ
の
経
験
が
あ

ま
り
な
い
の
で
す
。
地
震
と
い
え

ば
、
チ
リ
や
ト
ル
コ
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
で
も
大
地
震
が
発
生
し
て

い
る
の
で
、
世
界
中
で
起
こ
っ
て

い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
す

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ほ
と
ん
ど

起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

モ
ス
ク
ワ
、
ベ
ル
リ
ン
、
パ

リ
、
ロ
ン
ド
ン
と
い
っ
た
諸
都
市

は
有
史
以
来
大
き
な
地
震
を
経
験

し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
都
市

を
サ
イ
ク
ロ
ン
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
が

襲
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い

う
こ
と
は
都
市
を
構
成
す
る
建
築

物
や
橋
な
ど
の
構
造
物
の
設
計
に

お
い
て
、
地
震
や
強
風
を
考
慮
に

入
れ
る
必
要
が
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

耐
震
設
計
偽
装
事
件
が
い
ま
だ

に
尾
を
引
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の

事
件
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う

に
、
地
震
力
を
考
慮
す
る
か
否
か

が
、
建
物
の
価
格
を
大
き
く
左
右

し
ま
す
。
あ
の
事
件
で
は
、
少
し

割
り
引
い
た
だ
け
で
か
な
り
安
く

な
っ
た
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
ゼ

ロ
に
す
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
安
く
ビ

ル
や
橋
を
造
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
先
ほ
ど
の
都
市
に

は
、
い
わ
ゆ
る
軟
弱
地
盤
が
あ
り

ま
せ
ん
。
わ
が
国
で
は
東
京
や
大

阪
な
ど
都
市
の
ほ
と
ん
ど
が
軟
弱

地
盤
上
に
あ
り
、
ビ
ル
を
建
て
よ

う
と
す
る
と
長
い
杭
を
打
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
彼
の

地
で
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
そ
の
必
要
が
な
い
の
で
す
。

厳
し
い
自
然
条
件
を
嘆
く
の
で

は
な
く
、
こ
れ
を
克
服
し
て
、
努

力
し
て
使
い
や
す
い
国
土
を
後
世

に
残
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
厳
し
さ
ゆ
え
に
、
優
れ
た
勤

勉
性
を
身
に
つ
け
て
き
た
の
で
す

か
ら
。

日
光
と
会
津
若
松
を
結
ぶ

国
道
１
２
１
号
を
北
上
。
旧

・
会
津
西
街
道
に
沿
う
こ
の

国
道
を
栃
木
県
か
ら
福
島
県

へ
入
っ
て
間
も
な
く
、
駅
に

着
く
。
山
王
峠
の
頂
上
近

く
、
標
高
７
４
４
㍍
を
渡
る

風
は
心
地
よ
い
。

玄
関
で
迎
え
て
く
れ
る
の

が
、
５
㍍
は
あ
ろ
う
か
と
い

う
花
嫁
さ
ん
の
大
バ
ル
ー

ン
。
な
ん
で
！

思
わ
ず
首

を
傾
げ
て
し
ま
う
。

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
８
０

０
年
以
上
、
鎌
倉
時
代
の
領

す

さ

の

お

の

み

こ

と

主
長
沼
氏
が
須
佐
之
男
命
ら

を
奉
じ
た
。
ず
っ
と
下
っ
て

４
０
０
年
前
の
慶
長
年
間
に

な
り
、
領
主
は
京
都
・
祇
園

の
八
坂
神
社
に
準
じ
た
「
祭

の
決
ま
り
」
を
定
め
た
。

以
後
、
毎
年
７
月
２２
～
２４

日
に
行
わ
れ
る
「
会
津
田
島

祇
園
祭
」
時
に
、
旧
田
島
町

内
に
あ
る
２
社
に
供
物
を
奉

な

な

ほ

か

い

納
す
る
七
行
器
行
列
の
華
が

花
嫁
姿
に
。
町
の
シ
ン
ボ
ル

の
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
だ
。

と
知
れ
ば
、
立
ち
寄
っ
て

見
て
い
か
な
い
わ
け
に
も
参

ら
な
い
。

グ
リ
ー
ン
の
屋
根
が
背
景

の
木
々
に
溶
け
込
み
そ
う
な

物
産
館
は
、
３
０
０
平
方
㍍

と
か
わ
い
ら
し
い
。
県
内
の

特
産
・
名
産
が
並
ぶ
。
ゆ
べ

し
、
栃
の
実
大
福
、
そ
ば
、

喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
、
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
と
い
っ
た
と
こ
ろ

に
人
気
が
集
ま
る
。

屋
外
テ
ン
ト
で
は
、
近
在

の
農
家
が
作
っ
た
野
菜
が
特

売
さ
れ
て
い
る
。
「
年
々
売

り
上
げ
が
伸
び
、
農
家
も
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う

だ
」
と
駅
長
の
星
清
孝
さ
ん

は
言
う
。
１
日
２０
食
限
定
と

い
う
地
元
産
の
ざ
る
そ
ば
に

は
、
そ
そ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
た
じ
ま
」

は
、
約
７
億
円
を
投
じ
て
１

９
９
５
年
に
駅
を
オ
ー
プ
ン

し
た
旧
・
田
島
町
名
に
由
来

す
る
。
む
ろ
ん
、
地
域
お
こ

し
。
当
時
、
沿
道
に
は
レ
ス

ト
ラ
ン
が
多
く
、
駅
に
食
堂

を
設
け
な
か
っ
た
と
い
う
。

「
食
」
の
な
い
駅
は
決
し
て

珍
し
く
は
な
い
が
、
街
道
筋

が
集
客
激
戦
地
で
あ
っ
た
背

景
が
の
ぞ
く
。

町
は
２
０
０
６
年
に
周
辺

３
村
と
合
併
し
て
今
の
南
会

津
町
（
人
口
約
２
万
人
）
に

拡
大
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
効
率
的
な
運
営
を
目
的

に
、
そ
の
前
年
、
駅
は
町
１

０
０
％
出
資
の
会
津
高
原
夢

開
発
株
式
会
社
を
指
定
管
理

者
に
し
た
民
間
経
営
へ
。

で
、
入
り
込
み
客
は
？

２
０
０
５
～
０７
年
度
は
３３

万
９
０
０
０
人
、
３２
万
９
０

０
０
人
、
３７
万
４
０
０
０
人

と
推
移
し
た
（
町
調
べ
）
。
で

こ
ぼ
こ
は
あ
る
が
、
上
向
き

だ
。
ピ
ー
ク
は
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
や
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
。
冬
も
周
辺
に
四
つ
あ
る

ス
キ
ー
場
へ
の
車
が
立
ち
寄

る
。関
東
ナ
ン
バ
ー
が
大
半
。

自
慢
は
常
に
き
れ
い
な
ト

イ
レ
。
午
前
、
午
後
と
も
各

２
人
の
職
員
が
清
掃
し
て
回

る
。
夢
開
発
の
社
員
で
も
あ

る
星
さ
ん
は
、
「
来
場
者
に

は
よ
く
ほ
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
」
。
日
本
海
側
気
候

で
大
雪
時
の
駐
車
場
の
除
雪

は
頭
が
痛
い
が
、
「
な
ん
と

か
拡
張
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
地
場
産
品
の
開
発
に

も
知
恵
を
こ
ら
し
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
い
る
。

鋼
材
を
や
ぐ
ら
状
に
組
み
上
げ

た
橋
脚
（
ト
レ
ッ
ス
ル
式
）
で
有

名
な
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
鎧
～
餘
部
駅
間

の
余
部
鉄
橋（
単
線
）
は

１
９
１
２（
明
治
４５
）
年

３
月
に
開
通
し
た
。
こ

の
種
の
鉄
橋
で
は
日
本

一
の
規
模
で
あ
る
。

長
さ
３
１
０
・
５９
㍍
、

高
さ
４１
・
４５
㍍
、
１１
基

の
橋
脚
、
２３
連
の
鉄
桁

を
持
つ
独
特
な
構
造
と

鮮
や
か
な
朱
色
、
日
本

海
を
望
む
景
観
と
相
ま

っ
て
鉄
道
フ
ァ
ン
、
山
陰
を
訪
れ
る
観

光
客
に
人
気
が
あ
り
、
山
陰
鉄
道
唱

歌
、
地
元
の
小
学
校
の
校
歌
に
も
歌
わ

れ
て
い
る
。

１
９
８
６（
昭
和
６１
）年
１２
月
、
日
本

海
か
ら
吹
き
上
げ
る
突
風
で
回
送

列
車
が
転
落
、
真
下
の
水
産
加
工

場
を
直
撃
、
６
人
が
死
亡
す
る
事

故
も
あ
っ
た
。

明
治
生
ま
れ
の
橋
は

老
朽
化
が
進
み
、
２
０

０
７（
平
成
１９
）年
、
新

し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

の
建
設
が
鉄
橋
の
南
側

で
始
ま
っ
て
い
る
。
新

橋
は
風
速
３０
㍍
で
も
列

車
の
運
行
が
で
き
る
構

造
に
な
っ
て
い
る
。
最

近
は
余
部
鉄
橋
の
最
後

の
姿
を
見
て
お
こ
う
と
い
う
「
さ
よ
な

ら
余
部
鉄
橋
」見
学
者
が
増
え
て
い
る
。

余
部
鉄
橋
は
来
年
、
新
橋
完
成
後
、

取
り
壊
さ
れ
る
が
、
地
元
の
要
望
で
餘

部
駅
側
の
橋
脚
３
本
は
保
存
さ
れ
る
。 ①

大石久和

余
部
鉄
橋

鮮やかな朱色３１０．５９㍍

厳
し
い
自
然
条
件
を
克
服
し
て
こ
そ

「おこしやす」。といっても、ここは京都にあらず。北

東へざっと５００㌔離れた福島県南会津町にある道の駅「た

じま」。東北地方へ向かう南の玄関口にあたる、清潔感あふ

れる小さな駅だ。

道
の
駅
「
た
じ
ま
」

「
田
島
祇
園
祭
」の

花
嫁
が
お
出
迎
え

比較

■経営形態＝会津高原夢開発が委

託■営業時間と定休日＝午前７時か

ら午後７時（１２月～３月は午後６時

まで）、無休■駐車＝普通４０台、障

害者用３台、大型１０台■東北自動車

道西那須野ＩＣから約５０分■〒９６７-

００１４、福島県南会津郡南会津町糸沢

（☎０２４１・６６・３３３３）。

！

近在農家の野菜も人気

目がクギ付けになる花嫁さんバルーン

トイアフ
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青
く
高
い
空
に
包
ま
れ
高

知
市
か
ら
土
佐
湾
沿
い
に
室

戸
岬
へ
向
か
っ
て
国
道
５５
号

を
走
る
こ
と
約
２
時
間
。
道

路
端
に
ひ
ょ
い
と
ク
ジ
ラ
が

空
を
飛
ん
で
い
る
よ
う
な
オ

ブ
ジ
ェ
が
置
か
れ
て
あ
る
と

こ
ろ
が
「
キ
ラ
メ
ッ
セ
室

戸
」
で
あ
る
。
太
陽
発
電
を

生
か
し
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
設
で
も
あ
る
。

１
０
０
年
前
に
は
土
佐
湾

で
も
ク
ジ
ラ
が
泳
い
で
い

た
。
室
戸
沖
で
は
大
勢
の
漁

師
が
力
を
合
わ
せ
て
ク
ジ
ラ

を
網
に
追
い
込
ん
で
銛
（
も

り
）
を
打
つ
「
土
佐
古
式
捕

鯨
」
と
い
う
や
り
方
で
捕
獲

し
て
い
た
。
し
か
し
明
治
末

頃
か
ら
汽
船
と
捕
鯨
銃
を
使

い
出
す
と
ク
ジ
ラ
が
室
戸
に

来
な
く
な
り
、
時
代
が
下
っ

て
１
９
８
８
年
、
国
際
捕
鯨

委
員
会
で
捕
鯨
が
禁
止
さ
れ

る
や
室
戸
捕
鯨
の
歴
史
は
幕

を
閉
じ
た
。

博
物
館
「
鯨
館
」
で
は
ク

ジ
ラ
と
人
間
の
関
係
、
歴
史

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て

い
る
。
全
長
１０
㍍
に
及
ぶ
マ

ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
や
骨
格
標
本
が
飾
ら

れ
、
捕
鯨
に
使
わ
れ
た
船（
模

型
）
や
銛
な
ど
の
道
具
類
、

着
物
を
展
示
。
ク
ジ
ラ
の
種

類
、進
化
、生
態
に
つ
い
て
も

映
像
と
資
料
で
き
っ
ち
り
学

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

鯨
館
の
南
隣
に
は
レ
ス
ト

ラ
ン
「
食
遊
」。南
側
の
ガ
ラ

ス
窓
越
し
に
広
が
る
雄
大
な

太
平
洋
の
眺
め
が
魅
力
だ
。

「
鯨
の
郷
」
だ
け
あ
っ
て
ク

ジ
ラ
料
理
が
い
ろ
い
ろ
取
り

そ
ろ
え
ら
れ
、
く
じ
ら
刺
身

定
食
１
３
０
０
円
、
く
じ
ら

和
風
ス
テ
ー
キ
定
食
１
８
０

０
円
、
く
じ
ら
の
タ
タ
キ
定

食
１
６
０
０
円
（
以
上
す
べ

て
税
別
）
と
い
う
具
合
。
９

月
下
旬
か
ら
３
月
下
旬
に
か

け
て
は
海
に
沈
む
「
ダ
ル
マ

夕
日
」
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

は
大
気
と
海
洋
の
温
度
差
で

生
じ
る
水
蒸
気
に
よ
っ
て
光

線
が
屈
折
、
落
日
の
底
部
が

ぷ
く
っ
と
膨
ら
ん
だ
よ
う

に
、
ま
る
で
赤
い
ダ
ル
マ
の

ご
と
く
見
え
る
こ
と
か
ら
名

づ
け
ら
れ
た
現
象
だ
。

利
用
客
の
人
気
が
ひ
と
き

わ
高
い
の
が
「
楽
市
」
。
毎
朝

取
れ
た
て
の
地
場
特
産
の
野

菜
、果
物
、魚
介
類
が
直
売
さ

れ
る
か
ら
だ
。
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
は
ス
イ
カ
、
ヤ
マ
モ

モ
、プ
ラ
ム
、そ
し
て
日
本
一

早
い
収
穫
の
栗
な
ど
の
農
産

物
が
市
価
よ
り
安
く
並
ぶ
。

特
産
品
売
り
場
に
は
、
室

戸
岬
で
取
水
さ
れ
た
海
洋
深

層
水
を
利
用
し
た
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
オ
ー
タ
ー
や
醸
造
品
、
化

粧
品
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

か
な
商
品
が
販
売
さ
れ
、
話

題
を
呼
ん
で
い
る
。

◆
道
の
駅

き
ら
め
っ
せ

む
ろ
と

高
知
県
室
戸
市
吉

良
川
町
丙
８
９
０
｜
１１
「
鯨

館
」
開
館
時
間
９
時
～
１７
時

（
１１
月
～
２
月
は
９
時
～
１６

時
）入
館
料
大
人
３
５
０
円
、

高
校
生
以
下
１
５
０
円
、
幼

児
無
料
☎
０
８
８
７
｜
２５
｜

３
３
７
７

「
食
遊
」
同
１０

時
～
２０
時
（
食
事
１１
時
～
１５

時
、
１６
時
半
～
１９
時
半
）
☎

０
８
８
７
｜
２５
｜
３
５
０
０

「
楽
市
」
同
８
時
半
～
１７

時
☎
０
８
８
７
｜
２５
｜
２
９

１
７

休
館
日
は
い
ず
れ
も

月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
火

曜
）
た
だ
し
７
月
～
８
月「
食

遊
」「
楽
市
」は
無
休

九
州
自
動
車
道
の
南
関
Ｉ
Ｃ
を
降
り
、
県

道
１０
号
南
関
大
牟
田
北
線
を
大
牟
田
方
面
に

向
か
っ
て
１
・
２
㌔
ほ
ど
。
道
の
駅
「
お
お

む
た
」
は
大
牟
田
市
の
入
り
口
に
位
置
し
、

物
産
販
売
所
で
あ
る
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
巨

大
な
ア
ト
リ
ウ
ム
「
花
ぷ
ら
す
館
」
が
威
容

を
誇
示
し
て
い
る
。
花
ぷ
ら
す
館
は
欧
風
の

街
並
み
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
「
花
」
と
「
緑
」

を
テ
ー
マ
に
作
ら
れ
た
空
間
で
、
訪
れ
る
人

た
ち
に
憩
い
を
提
供
す
る
「
お
お
む
た
」
の

最
大
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
喜
多

條
成
則
駅
長
の
自
慢
で
あ
る
。

大
牟
田
市
は
荒
尾
市
と
と
も
に
、
か
つ
て

は
国
内
最
大
の
炭
鉱
だ
っ
た
三
井
三
池
炭
鉱

の
町
と
し
て
栄
え
た
。
し
か
し
、
一
時
は
全

国
の
石
炭
の
４
分
の
１
を
掘
り
出
し
た
同
炭

鉱
も
１
９
６
０
年
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に

よ
っ
て
衰
退
の
道
を
た
ど
り
、
９７
年
３
月
に

は
閉
山
し
て
し
ま
っ
た
。
市
の
東
の
陸
路
の

玄
関
で
あ
る
、
お
お
む
た
・
花
ぷ
ら
す
館

は
、
石
炭
と
関
連
産
業
で
築
か
れ
た
市
の
イ

メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
す
る
新
し
い
イ
メ
ー
ジ

の
創
造
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
と

い
う
。
「
大
牟
田
は
昔
か
ら
花
を
大
事
に
し

て
き
て
、
市
民
に
は
特
別
の
思
い
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
花
と
緑
を
メ
ー
ン
に
据
え
た
施

設
に
し
ま
し
た
」
と
喜
多
條
駅
長
。

館
内
で
は
大
牟
田
市
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
「
大
蛇
山
」

が
出
迎
え
、１
、２
階
延
べ
１
５
６
０
平
方
㍍

の
広
い
ス
ペ
ー
ス
は
�
花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
�
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
至
る
と
こ
ろ
に
色

と
り
ど
り
の
花
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に

花
の
展
示
室
や
ガ
ー
デ
ン
展
示
室
の
花
飾
り

は
見
事
で
、
訪
れ
る
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま

せ
る
。
そ
し
て
情
報
コ
ー
ナ
ー「
花
し
る
べ
」

で
は
地
域
情
報
を
は
じ
め
、
ハ
ー
ブ
や
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
新
た

な
生
活
文
化
を
提
案
し
て
い
る
。

ま
た
、花
苗
や
鉢
も
の
が
並
ぶ
シ
ョ
ッ
プ
、

ハ
ー
ブ
の
シ
ョ
ッ
プ
、
周
辺
の
農
家
が
栽
培

し
た
取
れ
た
て
の
野
菜
が
並
ぶ
シ
ョ
ッ
プ
、

地
元
の
特
産
品
や
お
土
産
品
が
そ
ろ
っ
た
シ

ョ
ッ
プ
、ベ
ー
カ
リ
ー
、食
堂
な
ど
様
々
な
店

が
出
店
し
て
い
る
。農
産
物
は「
新
鮮
・
安
心
・

安
価
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
、
喜
多
條
駅
長
は
さ

ら
に
「
有
機
農
法
の
野
菜
な
ど
を
充
実
さ
せ

て
魅
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
」
と
話
す
。

三
池
炭
鉱
の
歴
史
を
網
羅
す
る
石
炭
産
業

科
学
館
、
絶
叫
体
験
が
盛
り
だ
く
さ
ん
な
テ

ー
マ
パ
ー
ク
・
三
井
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
福

岡
県
指
定
天
然
記
念
物
で
樹
齢
４
０
０
年
と

い
わ
れ
る
臥
龍
梅
が
あ
る
普
光
寺
な
ど
の
人

気
ス
ポ
ッ
ト
へ
は
車
で
２０
～
３０
分
。
昨
年
は

大
牟
田
市
が
フ
ォ
ー
ブ
ス
誌
「
世
界
の
最
も

き
れ
い
な
都
市
ト
ッ
プ
２５
位
」
に
輝
い
た
。

そ
う
し
た
情
報
発
信
も
、
よ
り
充
実
さ
せ
た

い
と
喜
多
條
駅
長
は
考
え
て
い
る
。

四
国
・
高
知
県
の

東
南
、
太
平
洋
に
Ｖ
字
形

に
突
き
出
し
た
室
戸
市
の
西

部
、
土
佐
湾
沿
い
に
位
置
す
る

道
の
駅
「
キ
ラ
メ
ッ
セ
室
戸
」
。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け

て
捕
鯨
拠
点
で
あ
っ
た
縁
か
ら
「
鯨

（
い
さ
）の
郷
」と
も
言
い
、
鯨
館
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
楽
市
の
３
施
設
が

人
気
を
呼
ん
で
室
戸
市
外
、
高
知

県
外
か
ら
週
末
ド
ラ
イ
ブ
や
旅

行
の
途
中
に
立
ち
寄
る
利

用
客
が
多
い
。

道
２１
世
紀
新
聞
で
は
、
毎
号
「
人
と
道
」
に
関
す
る
読
者

の
ご
意
見
を
募
集
し
、
人
と
道
の
あ
り
方
を
共
に
考
え
る
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
第
１９
号
は
『
あ
な
た
の
好
き
な

道
の
駅
』
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
道
２１
世
紀
新
聞
で
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、行
政
や
「
道
の
駅
」関
連
諸
団
体

に
も
提
供
し
、今
後
の
「
道
の
駅
」な
ら
び
に
近
隣
地
域
活
性

化
に
供
す
る
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
働
き
か
け

ま
す
。ご
回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、結
果
の
み
を
公

表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ

と
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど
し
遠
慮
な
い
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す
。な
お
、今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３０
名
様
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

「あなたの好きな道の駅」に関するアンケート

Ｑ１． あなたのお気に入りの「道の駅」３駅と、その理由を教えてくださ

い。下記の項目の中から最も近いと思われる番号をひとつ選んでく

ださい。⑬その他の場合は具体的にお書きください。

好きな道の駅 （ ） その理由（ ）

好きな道の駅 （ ） その理由（ ）

好きな道の駅 （ ） その理由（ ）

①景色のよい立地 ②食事のおいしいレストランなどがある

④温泉・足湯がある ⑤地域の農産物などの特産品がある

⑥人との出会いがある ⑦休憩所がある ⑧美術館・展示室

などがある ⑨宿泊施設がある ⑩地域の情報がわかる

⑪防災拠点で安心 ⑫施設がきれい

⑬その他（ ）

Ｑ２． あなたがもしも駅長になったら、したいことを自由にお書きくださ

い。

（ ）

Ｑ３． 「道の駅」についてご意見ご要望などがありましたらどのようなこ

とでも結構ですのでお書きください。

（ ）

Ｑ４． この新聞は何処の道の駅で入手しましたか？

Ｑ １： 好きな道の駅（ ）その理由（ ）

⑬（ ）

好きな道の駅（ ）その理由（ ）

⑬（ ）

好きな道の駅（ ）その理由（ ）

⑬（ ）

Ｑ ２：（

）

Ｑ ３：（

）

Ｑ ４： a ） 県 b）（駅名）

お名前： （フリガナ： ）

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号： （ ）

性 別：男・女 年齢： 歳 職業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入下さい）

話題の道の駅

第１９号『あなたの好きな道の駅』回答用紙

「人と道」を考えるアンケート

ご意見をお寄せください！

キ
ラ
メ
ッ
セ
室
戸

ご回答は回答用紙に記入し、枠に沿って切り抜き、はがき等に貼付し投函して

ください。ホームページからも回答できます。

〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内

ＮＰＯ法人 人と道研究会「読者アンケート係」宛

ホームページ（http://www.route-press２１st.jp）

＝福岡県大牟田市四箇新町２－１

道の駅 おおむた
喜多條 成則駅長（６３）

欧
風
の
街
並
み

花
ぷ
ら
す
館

平成２０年９月３０日締 切 日

送 付 先

応 募 方 法

第 19号道 21世紀新聞 Route Press 21st.2008 年（平成 20 年）8 月11



山
梨
県
道
志
村
。
神
奈
川

県
境
に
接
す
る
自
然
豊
か
な

こ
の
村
は
、
横
浜
市
の
水
源

地
と
し
て
、
全
村
の
３
分
の

１
以
上
を
水
源
涵
養
林
が
占

め
て
い
る
。
都
心
に
近
い
立

地
に
あ
り
な
が
ら
、
水
が
豊

富
で
清
明
な
こ
の
村
は
、
ク

レ
ソ
ン
の
栽
培
で
も
有
名
で

あ
る
。

「
民
宿

北
の
勢
堂
」
は

村
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
あ
り
、

築
１
５
０
年
の
歴
史
を
醸
し

出
す
景
観
が
、
心
を
引
き
寄

せ
る
。
か
つ
て
養
蚕
を
営
ん

で
い
た
と
い
う
茅
葺
屋
根
の

家
屋
の
玄
関
を
上
が
る
と
、

囲
炉
裏
が
あ
る
。
ご
当
地
産

の
猪
鍋
と
、
ク
レ
ソ
ン
の
お

ひ
た
し
や
山
菜
の
て
ん
ぷ

ら
、
野
菜
の
煮
物
と
盛
り
だ

く
さ
ん
の
料
理
に
舌
鼓
を
打

つ
。箸

入
れ
に
書
い
て
あ
っ
た

「
道
志
音
頭
」
の
歌
詞
を
見

な
が
ら
、
み
ん
な
で
「
創
作

踊
り
」に
興
じ
、深
夜
ま
で
抱

腹
絶
倒
の
宴
を
楽
し
ん
だ
。

農
家
民
宿
に
は
、
囲
炉
裏
が

欠
か
せ
な
い
。
火
を
囲
む

と
、
そ
こ
に
お
の
ず
と
心
が

触
れ
合
う
時
間
が
流
れ
る
。

５
月
の
連
休
の
最

後
、
雨
の
一
日
だ
っ

た
が
、
都
会
の
喧
騒

を
逃
れ
る
に
は
近
す

ぎ
る
距
離
に
あ
る
も

の
の
、
そ
こ
に
は
日

常
の
時
間
と
は
異
質

な
も
の
が
流
れ
、
ほ

っ
と
一
息
で
き
る
間

が
で
き
た
。
ご
主
人

お
手
製
の
青
竹
に
注

が
れ
た
酒
に
も
、
懐
か
し
さ

が
体
中
に
染
み
と
お
る
。

「
お
か
あ
さ
ん
」
の
山
口

か
お
る
さ
ん
は
、
常
に
明
る

く
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
も

っ
て
お
ら
れ
て
、「
昔
の
田

舎
」
の
味
を
自
然
体
で
出
し

て
い
る
。

前
を
通
る
国

道
４
１
３
号
に

は
、
朝
か
ら
ひ

っ
き
り
な
し
に

車
が
往
来

す

る
。
多
く
の
観

光
客
は
山
中
湖

へ
の
通
過
点
と

し
か
見
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
こ
の
村
に
、
こ
ん
な
「
安

ら
ぎ
の
場
」
が
あ
る
と
は
。

英
国
の
グ
リ
ー
ン

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
テ

ー
マ
と
さ
れ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
。
思
い
を
共

有
し
た
仲
間
だ
け
の

秘
密
の
場
と
し
た
い

！

そ
ん
な
思
い
を

残
し
て
東
京
に
帰
っ

た
。

宿
の
指
導
で
田
植
え
を
す
る
子
ど
も
た
ち

み
ん
な
で
竹
筒
を
作
る

民宿 北の勢堂

さ
ん山口かおる

山梨県道志村

囲
炉
裏
か
こ
ん
で
舌
鼓
…

仲
間
と
共
有
し
た
い

秘
密
の
場
は
こ
こ
だ

都心に近い地で

Share the secret

山口かおるさん

築
１
５
０
年
の
重
み
「
北
の
勢
堂
」
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「
さ
こ
ん
う
え
の
蛙
」
。

耳
慣
れ
な
い
名
前
の
由
来
は

「
谷
間
の
上
の
家
」
を
意
味

す
る
（
さ
こ
ん
う
え
）
に

「
蛙
」
（
姓
の
河
津
）
を
掛

け
合
わ
せ
た
も
の
。
阿
蘇
外

輪
山
に
接
す
る

熊
本
県
南
小
国

町
。
「
黒
川
温

泉
」
で
有
名
な

こ
の
町
の
閑
静

な
中
湯
田
集
落

に
、
平
成
７
年

民
宿
を
開
業
。

「
お
か
あ
さ
ん
」の
河
津
慶
子

さ
ん
と
元
公
務
員
の
ご
主
人

が
、
二
人
三
脚
で
始
め
た
。

築
１
２
０
年
の
蔵
を
改
造

し
た
宿
泊
棟
。
テ
レ
ビ
を
は

じ
め
「
何
も
な
い
」
こ
と
か

ら
生
ま
れ
る
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
滞
在
か
ら
、
心
の
絆
が

紡
が
れ
る
。
集
落
内
で
取
れ

た
も
の
と
、
自
家
菜
園
で
取

れ
た
無
農
薬
無
化
学
肥
料
の

野
菜
づ
く
し
。

ア
ト
ピ
ー
症
の
子
供
を
も

つ
家
族
連
れ
が
リ
ピ
ー
タ
ー

に
な
り
、
口
コ
ミ
の
客
が
増

え
て
い
る
と
い
う
。
「
心
の

湯
治
場
」
と
し
て
、
癒
や
し

の
空
間
と
時
間
を
提
供
す

る
、
「
つ
か
ず
離
れ
ず
」
の

自
然
体
心
配
り
の
中
で
、
阿

蘇
山
の
噴
石
使
用
の
ピ
ザ
釜

で
焼
く
野
菜
ピ
ザ
を
堪
能

し
、
五
右
衛
門
風
呂
の
風
情

に
浸
る
。

極
上
の
田
舎
生

活
を
、
河
津
さ
ん
一
家
の
普

通
の
暮
ら
し
と
の
接
点
で
満

喫
で
き
る
の
が
、
う
れ
し

い
。
夫
妻
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど

海
外
研
修
も
豊
富
に
重
ね
、

客
の
立
場
か
ら
質
感
高
い
民

宿
経
営
を
工
夫
し
て
い
る
。

後
継
者
に
も
恵
ま
れ
た
夫

妻
は
、
次
世
代
へ
自
ら
の
思

い
を
繋
ぐ
と
共
に
、
窯
元
や

木
工
所
、
煎
餅
工
場
、
花
卉

農
家
、
農
産
物
直
売
所
、
畳

屋
と
い
っ
た
、
異
業
種
が
集

ま
る
中
湯
田
集
落
と
の
「
連

携
」
に
も
心
を
配
る
。

地
域
に
し
っ
か
り
と
足
場

を
置
き
、
農
業
と
い
う
命
と

心
を
育
む
営
み
を
礎
と
し
な

が
ら
、
訪
れ
た
ゲ
ス
ト
に「
本

物
」
を
さ
り
げ
な
く
届
け

る
。
「
こ
こ
に
し
か
な
い
贅

沢
」
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
は
、
ホ
ス
ト

と
し
て
最
大
限
の
お
も
て
な

し
の
心
で
あ
ろ
う
。

宿
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

３
人
の
娘
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
が

覗
け
る
。
家
族
の
絆
が
あ
っ

て
こ
そ
、
人
を
迎
え
入
れ
る

ゆ
と
り
が
で
き
る
。
そ
ん
な

暖
か
な
家
族
の

心
の
通
い
合
い

を
実
感
し
た
と

き
、
自
ら
の
家

族
に
思
い
が
及

ぶ
。
ま
さ
に
心

の
ふ
る
さ
と
で

あ
る
。（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー

代
表
理
事

青
木
辰
司
）

国
土
交
通
省
も
大
臣
が
谷

垣
禎
一
・
前
自
民
党
政
調
会

長
に
代
わ
ら
れ
、
新
し
い
体

制
と
な
り
ま
し
た
。
財
政
政

策
の
プ
ロ
の
方
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
の
国
土
づ
く
り
に
大

い
に
指
導
力
を
発
揮
し
て
く

だ
さ
る
、
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
今
後
の
日
本

の
国
土
づ
く
り
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
、
し
っ
か
り
考
え

て
実
践
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
７
月
４
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
国
土
形
成

計
画
を
受
け
、
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
特
色
あ
る
広
域
地

方
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
道
路
は
も
ち

ろ
ん
、
急
傾
斜
地
、
治
水
、

港
湾
、
空
港
な
ど
、
安
心
・

安
全
な
国
土
づ
く
り
は
、
ま

だ
ま
だ
な
す
べ
き
こ
と
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

地
域
格
差
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
地
域
再
生
の

た
め
に
「
地
域
自
立
・
活
性

化
支
援
」
「
民
間
都
市
開
発

の
支
援
」
「
地
域
公
共
交
通

の
活
性
化
と
再
生
支
援
」
の

３
つ
の
制
度
が
、
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

行
政
の
大
き
な
う
ね
り
と

し
て
は
「
国
か
ら
地
方
へ
、

官
か
ら
民
へ
」
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
連
携
を
強
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
、
私
が
期
待
し

た
い
の
は
、
地
域
の
社
会
資

本
整
備
に
は
何
が
必
要
で
、

重
点
を
ど
こ
に
置
く
か
、
と

い
う
根
本
に
つ
い
て
、
地
域

か
ら
知
恵
を
出
し
て
も
ら

い
、
地
域
に
頑
張
っ
て
も
ら

っ
て
、
主
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

新
た
な
制
度
を
有
効
に
活

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
地

域
間
の
切
磋
琢
磨
が
国
全
体

を
良
く
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
、
と
考
え
ま
す
。
国

は
そ
の
コ
ー
チ
役
で
す
。

国
と
地
域
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
同
時
に
、
市
民
や

住
民
参
加
で
主
体
的
に
国
土

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

本
当
に
必
要
な
国
づ
く
り
が

始
ま
る
の
で
す
。

先
の
国
会
で
は
道
路
特
定

財
源
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
ま
し
た
が
、
次
世
代

に
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
引

き
継
げ
る
、
こ
れ
か
ら
の
国

土
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か

に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
に
例
の
無
い
ス
ピ
ー

ド
で
少
子
高
齢
化
が
進
む
わ

が
国
で
、
ど
ん
な
社
会
資
本

整
備
の
将
来
像
を
描
く
か
、

そ
れ
が
問
わ
れ
て
い
る
、
と

も
言
え
ま
し
ょ
う
。

よい住まいとは、家族の幸せの容れ物です。

住まいは、ひとが生まれて、育って、暮らすも

の。そこは人格形成の場所でもあります。家直

しは、人直し、家づくりを通して人づくり、国

づくりをすることでもあるのです。

日本の伝統家屋には、それがあります。

住宅が不足していた戦後５０年は、早く・安くつ

くることが優先され、伝統的な木造住宅は、な

かなか評価されにくい環境にありました。

しかし、時代は今、大きく変わりつつありま

す。今こそ、日本の伝統構法である、木造軸組構

法を蘇らせる時なのです。

塾生募集中

■ 登録申込書の請求：最寄りの塾または下記ウェブサイトにご請求下さい。ＦＡＸでご

請求の方は「大工育成塾 道２１係」と明記して下さい。

大工育成塾は、日本の風土、生活習慣が生み育てたも

のづくり文化の代表、「木造軸組住宅」の心と高度な技

術を学んで現代の家づくりに生かすとともに、次世代を

担う新しい大工技能者を育成するための国土交通省補助

プロジェクトです。

３年制。東京、名古屋、大阪、福岡４塾で週末行われ

る１泊２日合宿形式の教室講義と、受入工務店で棟梁が

個別指導する現場修業により体得します。

平成１５年度にスタートし、これまで１４３人の修了生が

「大工志」の称号を得て全国で活躍しています。

東京塾 ０３‐３５０４‐６６０４／０３‐３５０８‐４７７７
名古屋塾 ０５２‐２３８‐５６２６／０５２‐２３８‐５６２８
大阪塾 ０６‐６２５２‐６１５１／０６‐６２５２‐５２０１
福岡塾 ０９２‐４７７‐５５６１／０９２‐４７７‐５５０５

次世代に先達の技を伝えたい。

www.hic.or.jp/daiku/

見
事
な
緑
に
囲
ま
れ
た
「
さ
こ
ん
う
え
の
蛙
」

国土交通省所管 財団法人 住宅産業研修財団 〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門１‐１‐２１ 新虎ノ門実業会館２階

さ
こ
ん
う
え
の
蛙

温かい家族の絆
地域にも根付いて

熊
本
県
南
小
国
町

さ
ん

河
津

慶
子

河津 慶子さん

国土交通省補助プロジェクト 教室講義と現場修業

ＴＥＬ／ＦＡＸ

１０

谷口 博昭

ハロハロ

国土交通省技監

塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららのののののののののののののののののののののののののののメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ

今、なぜ大工育成塾なのか。

国
土
づ
く
り
の
輪
を

大工育成塾塾長 松田妙子

裏
山
で
梅
を
摘
む
河
津
さ
ん

平成２１年度
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☆
ま
ず
地
元
の
人

道
の
駅
が
非
常
時
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
る
た
め
に
は

日
頃
か
ら
地
元
の
人
に
よ
く

利
用
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
観
光
も
必
要
で
し
ょ
う

が
、
地
元
、
そ
し
て
プ
ロ
の

ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
リ
ピ
ー

タ
ー
に
親
し
ま
れ
る
駅
に
し

て
く
だ
さ
い
。
（
東
京
都
練

馬
区

公
務
員
・
５７
歳
）

☆
情
報
案
内
人
を

地
元
の
特
産
品
、
土
地
の

言
葉
に
出
合
え
る
楽
し
み
も

大
き
い
の
で
す
が
、
何
よ
り

も
情
報
提
供
を
望
み
ま
す
。

道
路
の
状
況
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
案
内
な
ど
、
情
報
提
供
専

門
の
案
内
人
が
常
駐
し
て
い

る
と
、
と
て
も
心
強
い
と
思

い
ま
す
。
（
埼
玉
県
杉
戸
町

主
婦
・
５２
歳
）

☆
外
国
品
は
不
要

道
の
駅
に
あ
る
物
産
販
売

コ
ー
ナ
ー
が
最
近
俗
化
し
て

お
り
、
そ
の
辺
の
み
や
げ
も

の
屋
と
変
わ
ら
な
い
所
も
あ

る
。
店
員
の
ぞ
ん
ざ
い
な
応

対
も
目
立
つ
よ
う
だ
。
本
来

の
姿
に
戻
る
べ
き
で
あ
る
。

外
国
も
の
な
ど
扱
う
必
要
は

な
い
と
思
う
。
地
産
地
消
を

推
進
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

（
福
島
市

無
職
・
６８
歳
）

☆
ス
タ
ン
プ
残
念

６
月
末
の
日
曜
日
午
後
４

時
半
頃
、
親
不
知
に
行
き
ま

し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い
た

ス
タ
ン
プ
収
集
、
し
か
し
、

す
で
に
閉
ま
っ
て
い
た
の
で

す
。
今
度
い
つ
来
ら
れ
る
か

分
か
ら
な
い
の
に
…
。
閉
店

時
間
を
守
る
か
、
も
し
閉
め

る
必
要
が
あ
っ
て
も
ス
タ
ン

プ
を
押
せ
る
所
に
置
い
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
（
埼
玉
県

桶
川
市

パ
ー
ト
・
４５
歳
）

☆
マ
ン
ネ
リ
で
は

今
年
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
冬
の

ラ
リ
ー
で
は
宮
城
県
の
道
の

駅
・
米
山
に
行
っ
た
の
で
す

が
、
休
業
し
て
お
り
押
印
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
時
は
、
き
っ
ち
り
確

認
し
、
実
施
す
る
よ
う
望
み

ま
す
。
多
少
マ
ン
ネ
リ
気
味

で
は
な
い
で
す
か
。
（
新
潟

市

会
社
員
・
５５
歳
）

☆
真
剣
に
守
る
！

本
紙
１８
号
を
読
み
、
多
く

の
人
々
が
い
か
に
真
剣
に
国

民
・
国
土
を
守
る
努
力
を
し

て
い
る
か
を
知
り
ま
し
た
。

特
に
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
発
生
時
の
、
日
本
橋
梁
建

設
協
会
に
よ
る
「
周
辺
の
橋

の
全
点
検
」
と
い
う
素
早
い

対
応
に
は
驚
き
ま
し
た
。
心

強
い
か
ぎ
り
で
す
。
（
山
梨

県
鳴
沢
村
・
６３
歳
）

☆
ま
す
ま
す
期
待

先
日
の
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で

し
た
が
、
あ
れ
だ
け
道
路
が

寸
断
さ
れ
た
状
況
の
中
で
、

道
の
駅
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
し
た
。
災
害
時
の
人
々
の

拠
点
と
し
て
一
層
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
応
え
る

施
設
と
な
る
よ
う
、
整
備
を

続
け
て
く
だ
さ
い
。
（
神
奈

川
県
茅
ケ
崎
市

会
社
員
・

３７
歳
）

☆
毎
号
ほ
し
い
が

本
紙
の
ど
の
ペ
ー
ジ
も
魅

力
的
で
す
が
、
１８
号
で
は
特

に
「
橋
が
つ
な
ぐ
み
ん
な
の

未
来
」
が
よ
か
っ
た
で
す
。

毎
号
本
紙
を
入
手
、
と
い
う

わ
け
に
も
い
か
な
い
の
が
残

念
で
す
が
、
見
か
け
た
ら
必

ず
手
に
取
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
よ
。
（
岡
山
県
玉
野
市

ア
ル
バ
イ
ト
・
２６
歳
）

☆
土
が
つ
い
て
て

曲
が
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
、
虫

食
い
の
キ
ャ
ベ
ツ
、
な
ん
で

も
Ｏ
Ｋ
、
土
が
つ
い
て
て
い

い
ん
で
す
。
こ
れ
こ
そ
ほ
ん

と
う
の
国
産
、
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。
生
産
者
の
方
々

ど
う
ぞ
売
っ
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
も
旬
の
品
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
埼
玉
県

川
口
市

主
婦
・
６１
歳
）

☆
へ
こ
た
れ
ず
に

本
紙
１８
号
の
「
へ
こ
た
れ

ず
に
頑
張
る
」
―
―
道
の
駅

が
最
前
線
で
社
会
貢
献
し
て

い
る
姿
に
感
動
し
て
お
り
ま

す
。
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る

か
分
か
ら
な
い
地
震
災
害
。

防
災
拠
点
と
し
て
道
の
駅
が

活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
人
々

へ
の
大
き
な
貢
献
に
尽
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
（
愛
知
県
長
久
手
町

Ｏ
Ｌ
・
２６
歳
）

☆
延
長
は
困
難
か

午
後
５
時
閉
店
と
い
う
道

の
駅
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

日
帰
り
旅
行
で
、
行
き
に
土

産
の
下
見
を
し
、
帰
り
に
…

と
考
え
て
い
て
も
、
閉
店
し

て
い
て
残
念
！
と
い
う
ケ
ー

ス
が
間
々
あ
り
ま
す
。
閉
店

時
間
の
延
長
と
い
う
の
は
、

困
難
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

か
。
（
広
島
県
福
山
市

会

社
員
・
５８
歳
）

☆
帰
り
は
一
般
道

私
は
遠
出
が
好
き
で
、
行

き
は
高
速
道
路
を
使
っ
て
も

帰
り
は
時
間
が
許
す
限
り
一

般
道
を
走
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
と
き
い
つ
も
頼

り
に
し
て
い
る
の
が
道
の
駅

で
、
ト
イ
レ
、軽
食
、土
産
や

休
憩
な
ど
な
ん
で
も
あ
り
ま

す
。
も
う
少
し
遅
い
時
間
ま

で
営
業
し
て
い
た
だ
く
と
な

お
よ
い
の
で
す
が
…
。（
新
潟

県
村
上
市

自
営
業
・
６７
歳
）

☆
安
心
の
拠
点
に

自
家
用
車
で
の
通
勤
、
そ

の
途
上
で
大
地
震
に
遭
っ
た

と
き
の
対
処
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
、
い
つ
も
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
本
紙
な

ど
で
災
害
時
に
道
の
駅
が
防

災
拠
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
と
に
か
く

ひ
と
安
心
で
す
。（
山
形
県
尾

花
沢
市

介
護
員
・
３５
歳
）

☆
山
で
救
わ
れ
て

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で

宮
城
県
栗
原
市
花
山
地
区
の

山
の
中
に
お
り
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

九
死
に
一
生
を
得
た
自
ら
の

体
験
を
通
じ
て
、
道
の
駅
が

防
災
機
能
を
強
め
て
い
る
こ

と
に
た
い
へ
ん
心
強
い
思
い

を
し
て
い
ま
す
。
（
仙
台
市

自
営
業
・
６０
歳
）

☆
職
場
で
震
災
に

本
紙
が
、
岩
手
・
宮
城
内

陸
地
震
に
つ
い
て
多
く
の
ペ

ー
ジ
を
割
い
て
取
り
上
げ
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し

ま
す
。
私
は
居
住
地
で
は
被

害
に
遭
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

職
場
（
栗
原
市
築
館
）
で
駐

車
場
に
ひ
び
が
入
り
、
建
物

も
ひ
び
割
れ
し
ま
し
た
。
被

災
県
に
住
む
者
と
し
て
、
道

の
駅
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ビ
ス
活
動
の
記
事
を
読
み

あ
ら
た
め
て
心
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
（
宮
城
県
松
島
町

会
社
員
・
５５
歳
）

☆
郷
土
愛
感
じ
る

本
紙
は
カ
ラ
ー
遣
い
も
豊

か
に
な
り
、
と
て
も
見
や
す

く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
風

景
街
道
は
じ
め
地
域
紹
介
の

記
事
か
ら
、
そ
の
地
に
根
付

い
た
人
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
や
郷
土
愛
を
感
じ
取

り
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
や
ブ
ル
ー
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
も
教
え

ら
れ
そ
の
美
し
い
響
き
に
魅

了
さ
れ
て
い
ま
す
。
情
報
満

載
！
次
号
も
楽
し
み
で
す
。

（
岐
阜
県
飛
騨
市

パ
ー
ト

・
５８
歳
）

☆
新
連
載
に
期
待

や
は
り
地
元
北
海
道
に
関

す
る
記
事
に
、
ま
ず
目
が
行

き
ま
す
。
新
連
載
の
「
橋
が

つ
な
ぐ
み
ん
な
の
未
来
」
、

と
て
も
美
し
い
風
景
ば
か
り

で
す
。
北
海
道
に
も
よ
い
所

が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。
（
札
幌
市

公
務
員
・
４８
歳
）

☆
特
産
品
増
え
た

地
震
の
と
き
に
一
番
大
切

な
の
が
水
と
食
糧
で
す
。
道

の
駅
に
は
そ
の
供
給
を
す
る

力
が
あ
り
ま
す
。
と
て
も
頼

も
し
い
で
す
ね
。
最
近
は
、

各
地
の
道
の
駅
で
独
特
の
特

産
品
が
増
え
て
き
た
よ
う

で
、
立
ち
寄
る
の
が
ま
す
ま

す
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

（
熊
本
県
荒
尾
市

会
社
員

・
４８
歳
）

このコーナーでは、道の駅をは

じめ、農家レストランや、道路な

どに関する読者の皆様のさまざま

な声を紹介していきます。

お便りはハガキで〒１０５－０００１

東京都港区虎ノ門４－１－１

虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

「人と道研究会」「第１９号読者の

声係」宛てにお寄せください。

また、読者専用のメールＢＯＸ

（dokusya@route-press 21 st.jp）

を設けました。お便りのほか、写

真の投稿も大歓迎です。採用分に

は記念品をプレゼントします。

ス
ミ
ヨ
シ

ヲ

ヅ

メ

住
吉
の

小
集
楽
に
出
で
て

う
つ
つ
に
も

オ
ノ
ツ
マ

カ
ガ
ミ

己
妻
す
ら
を

鏡
と
見
つ
も

（
万
葉
集
・
巻
十
六
・
三
八
〇
八
番
）

お
お
ぜ
い

お

づ

め

大
勢
の
里
人
が
集
ま
る
住
吉
の

小
集
楽
に
、

い
っ
し
ょ

妻
と
一
緒
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
現
実
目
の
前
で
ヨ

と
お
と

ー
。
私
の
妻
で
あ
る
そ
の
妻
を
ヨ
ー
。
貴
く
て
、

美
し
い
鏡
を
見
る
と
同
じ
よ
う
に
見
た
こ
と
よ
‼

×

×

×

お

づ

め

小
集
楽
∥
里
の
男
女
が
、
野
外
に
出
て
歌
舞
し
て

う
た

げ

楽
し
む
こ
と
。
ま
た
、
神
事
の
日
、
宴
楽
す
る
こ
と
。

う
た
が
き

か

が

ひ

或
い
は
、
歌
垣
・
�
歌
会
の
行
事
と
も
。
古
事
記
・
日

本
書
紀
・
風
土
記
に
記
録
あ
り
。神
の
住
む
山
や
人
が

き
ょ
う

集
ま
る
市
場
で
、飲
食
・
歌
舞
に
興
じ
、夜
は
自
由
な

性
解
放
の
祭
り
と
な
る
。
こ
の
原
義
は
豊
作
祈
願
の

つ
く

ば

き

だ
い

予
祝
と
感
謝
で
あ
る
。東
北
の
筑
波
山
・
関
西
畿
内
で

つ

ば

い
ち

せ
っ

つ

は
、
大
和
海
榴
市
・
河
内
住
吉
・
摂
津
歌
垣
山
な
ど
で

行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
歌
に
は
、
男
女
が

お

づ

め

の

小
集
楽
野
に
遊
ぶ
。
こ
の

夫
婦
行
く
。そ
の
婦
、容
姿

端
正
、衆
に
秀
で
た
り
。夫

さ
ん
た
ん

そ
の
美
を
讃
嘆
し
歌
を
作

ま
す
ま
す

り
、
益
々
愛
し
た
。
と
の

一
文
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。誠

に
感
動
の
愛
妻
物
語
で
あ
る
。
大
勢
の
人
な
か

に
出
て
、
他
と
比
べ
て
見
て
、
わ
が
妻
の
美
し
さ
を

発
見
す
る
。「
青
い
鳥
」
は
わ
が
家
に
居
た
の
だ
‼

あ
ま
り
に
も
身
近
で
、
日
常
で
あ
る
た
め
に
、
対

象
の
本
当
の
姿
や
値
打
ち
、
そ
の
恩
恵
を
や
ヽ
も
す

る
と
忘
れ
る
。
自
然
の
太
陽
や
水
、
文
明
の
利
器
で

あ
る
電
燈
や
車
、
そ
し
て
父
や
母
な
ど
、
そ
の
存
在

お
ろ

が
大
き
過
ぎ
て
、
不
感
症
に
な
っ
て
い
る
。
愚
か
し

い
こ
と
で
あ
る
。

サ
テ
、
こ
の
歌
に
次
の
よ
う
な
解
釈
が
あ
る
。

実
は
こ
の
男
は
数
日
の
歌
垣
の
間
に
、
唯
一
人
の

め
ぐ

女
性
に
も
巡
り
逢
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ

や

け

で
、
自
棄
気
味
、
負
け
嫌
い
で
、�
オ
レ
に
は
、
美
人

の
妻
が
い
る
の
だ
‼

と
放
歌
し
た
の
だ
…
…
と
。

読
者
の
諸
兄
姉
は
、
ど
ち
ら
だ
と
思
い
ま
す
か
。

本
当
に
、
万
葉
集
の
歌
は
、
お
も
し
ろ
く
、
ま
た
、

た
の
し
い
で
す
ね
。
自
由
自
在
に
ど
う
ぞ
―
―
。

（
学
校
法
人
北
川
学
園
理
事
・
万
葉
研
究
家
）

【作品】短歌（五七五七七）を一人

５首まで（漢字には必ず読み仮名

を）。自作の未投稿・未発表作品に

限る。詳しくは http://m.yomiuri.

co.jp/k/man-yo（ネット、携帯共

通）で。

【応募方法】〒住所、氏名（ふりが

な）、性別、年齢、職業、電話番号

を明記し、はがきで〒１０４・８３２５（住

所不要）読売新聞東京本社事業開発

部「平成万葉集」係（電話０３・５１５９

・５８８６）まで。

インターネット、携帯サイトからも

応募可能。

【締め切り】１１月３０日必着

日
本
最
古
の
歌
集
「
万
葉

集
」
。
そ
の
最
終
歌
が
７
５

９
年
に
大
伴
家
持
に
よ
っ
て

詠
ま
れ
て
か
ら
、
来
年
で
１

２
５
０
年
を
迎
え
る
。
こ
れ

を
機
に
、
読
売
新

聞
社
で
は
「
平
成

万
葉
集
」
を
編
纂

す
る
こ
と
を
決

め
、
広
く
短
歌
を

募
集
し
て
い
る
。

万
葉
集
は
７
～

８
世
紀
の
間
に
歌

わ
れ
た
約
４
５
０

０
首
の
歌
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
作

者
は
天
皇
・
貴
族

か
ら
庶
民
ま
で
幅

広
く
、
自
然
や
四

季
の
美
し
さ
、
男

女
の
恋
、
死
者
へ

の
哀
悼
な
ど
、
当

時
の
人
々
の
心

を
、
世
紀
を
越
え

て
現
代
に
伝
え
て

い
る
。

「
平
成
万
葉

集
」
で
は
、
現
代
に
生
き
る

私
た
ち
の
思
い
を
つ
づ
っ
た

短
歌
約
１
０
０
０
首
（
一
人

１
首
）
を
掲
載
す
る
。
題
材

は
自
由
。
応
募
は
一
人
５
首

ま
で
。
今
年
１１
月

末
、
締
め
切
ら
れ

る
。選

考
委
員
は
岡

井
隆
、
小
池
光
、

俵
万
智
（
以
上
、

歌
人
）
、
檀
ふ
み

（
女
優
）
、
永
田

和
宏
（
歌
人
）
、

中
西
進
（
国
文
学

者
）
、
リ
ー
ビ
英

雄
（
小
説
家
）
の

各
氏
。

来
年
春
に
入
選

者
を
読
売
新
聞
紙

上
で
発
表
し
、「
平

成
万
葉
集
」
と
し

て
本
に
ま
と
め
る

予
定
。
入
選
者
に

は
、
「
平
成
万
葉

集
」
１
冊
を
贈
呈

す
る
。

「平成万葉集」を編纂へ

短歌１０００首募集

笛吹川の上空を大輪が彩った石和

温泉花火大会＝２００７年８月２１日

オ
レ
に
は
美
人
の
妻
が
い
る
の
だ
‼

選
考
委
員
に

俵
万
智
氏
ら

■募集要項

◆お便り募集
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社
団
法
人

・
日
本
橋
梁

建

設

協

会

編
。
「
日
本

の
橋
」の
初
版
は
１
９
８
４
年
で
、

協
会
創
立
４０
周
年
を
記
念
し
て
本

書
を
発
刊
し
た
。
橋
梁
技
術
史
を

念
頭
に
置
き
つ
つ
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
橋
梁
技
術
、
橋
梁
の
歴

史
、
文
化
性
を
ま
と
め
た
。
見
や

す
さ
、
読
み
や
す
さ
を
考
え
て
、

Ａ
４
変
形
判
と
大
き
く
す
る
と
と

も
に
、デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
た
。歴

史
的
鋼
橋
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｃ
Ｄ

―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
巻
末
付
録
と
し
た
。

提
供

社
団
法
人

日
本
橋
梁
建

設
協
会

問
合
せ

☎
０３-

３
５
６
１-

５
２

２
５

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
s
b
c
.
o
r
.

j
p

９
月
１７
日

か
ら
１１
月
３０

日
ま
で
、
東

京
国
立
博
物

館

表
慶
館（
上
野
公
園
）で
。「
光

り
輝
く
島
」
と
い
う
意
味
を
持
つ

ス
リ
ラ
ン
カ
。
豊
か
な
緑
と
美
し

い
海
岸
に
恵
ま
れ
、
紅
茶
や
宝
石

で
知
ら
れ
る
こ
の
国
に
は
２
０
０

０
年
以
上
の
長
い
歴
史
が
育
ん
だ

す
ば
ら
し
い
文
化
が
存
在
し
ま

す
。
本
展
で
は
仏
像
や
ヒ
ン
ズ
ー

神
像
、
仏
具
な
ど
の
宗
教
芸
術
作

品
や
美
し
い
宝
石
を
ふ
ん
だ
ん
に

あ
し
ら
っ
た
宝
飾
品
な
ど
、
国
宝

級
の
作
品
を
含
む
約
１
５
０
件
に

及
ぶ
ス
リ
ラ
ン
カ
の
美
術
を
一
堂

に
展
覧
し
ま
す
。

提
供

読
売
新
聞

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
r
e
n
d
i
p
i
t

y
2
0
0
8
.
j
p

今
、
話
題
の
ク
ル

ク
ミ
ン
含
有
量
の
豊

富
な
ウ
コ
ン
（
秋
ウ

コ
ン
）
を
原
料
に
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
糖
蜜
と
乳
酸
菌
を

使
っ
た
独
自
の
発
酵
技
術
で
生
ま
れ
た
発
酵
ウ
コ
ン
。
お
い
し
く
、
飲
み

や
す
く
な
っ
て
、
さ
ら
に
ミ
ネ
ラ
ル
分
ア
ッ
プ
。
こ
れ
が
、
新
時
代
の
ウ

コ
ン
。
沖
縄
の
豊
か
な
自
然
と
め
ぐ
み
を
先
進
バ
イ
オ
技
術
が
や
さ
し
く

育
ん
だ
長
寿
の
島
の
ヘ
ル
シ
ー
な
発
酵
ウ
コ
ン
で
す
。

２
５
０
粒
入
（
￥
２
９
４
０
）

問
合
せ

（
株
）
琉
球
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
開
発

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
R
B
R
.
c
o
.
j
p

）

す

だ

ち

は
、
こ
れ
か

ら
の
サ
ン
マ

の
季
節
に
ピ

ッ
タ
リ
！
阿

波
の
徳
島
で
は
、
三
度
の
食
事
の

ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
す
だ
ち
は
、
独
特
の

す
が
す
が
し
い
優
雅
な
香
り
が
特

徴
。
香
り
の
成
分
が
多
く
、
ス
ト

レ
ス
解
消
に
大
き
く
役
立
ち
ま

す
。
ま
た
、
焼
酎
の
お
湯
割
り
に

た
っ
ぷ
り
し
ぼ
っ
て
も
美
味
し
く

召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

提
供

㈲
新
居
バ
イ
オ
花
き
研
究

所問
合
せ

☎
０
８
８
４
―
３
６
―

３
４
８
７

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
i
i

-b
i
o
.
j
p

１、日本道路交通情報○○○○

４、人気のお店の前には○○ができて、順番を

待ちます

５、○○○○水・○○○○ボケ

７、ハクション！誰か噂してる？

８、車内で渋滞確認するならコレを聴こう！

１０、ゆっくりなんです

１１、おでんや焼きそばなどを食べたいときには

こちらで

１３、力を入れたり緩めたり○○○する

１４、「お○○さん」と親しく呼ばれますが、正

式名称は「神宮」です

１５、北海道・日高地方にある競走馬のふるさと

で有名な町は？

１７、ファミリーに人気「○○○○寿司」

１９、北上・盛岡・花巻

２１、アメリカがドルなら日本は○○

２２、ゴルフで、グリーン上でボールを打つこと

２４、阿寒湖に生息しています

２６、日本庭園の○○では美しい鯉が泳いでいま

す

２７、「蠅」なんと読む？

２８、○○○台の前で待ち合わせしよう！

１
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
。
競
走
馬
の
○
○
に
参
加
す

る

２
、
最
近
は
全
国
で
禁
煙
○
○
○
○
が
増
え
て
き

ま
し
た

３
、
鶴
は
○
○
年
、
亀
は
万
年

４
、
お
弁
当
を
あ
た
た
め
る
た
め
に
電
子
○
○
○

で
チ
ン

５
、
旅
行
先
で
コ
レ
を
買
っ
て
帰
ろ

６
、
○
○
○
を
定
め
る

７
、
↑
↓
オ
ー
プ
ン

９
、
草
津
・
箱
根
・
下
呂

１２
、
五
七
五
七
七

１３
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
は
コ

レ
が
大
切
で
す

１４
、「
こ
の
た
び
、
事
務
所
を
○
○
○
し
ま
し
た
」

１５
、
不
安
？

大
丈
夫
、
○
○
○
○
な
い
よ
‼

１６
、
夜
の
動
物
園
「
○
○
○
サ
フ
ァ
リ
」

１８
、
弟
子
入
り
す
る
？

２０
、
↑
↓
奥

２３
、
支
払
い
は
あ
と
で
ま
と
め
て

２５
、
サ
ム
イ
島
・
プ
ー
ケ
ッ
ト
・
バ
ン
コ
ク

●プレゼント希望の方は希望商品番号（１～

４のうち１点）を記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新

聞を手に入れた場所⑨今月号で一番良かった記事⑩そ

の他のご意見・ご感想を官製はがきに明記し、〒１０５‐０００１

東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

人と道研究会「１９号プレゼント係」宛、９月３０日必着でお送りく

ださい。発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

道の駅文庫

「
人
は
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
若
く
な
る
」
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
は

言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
成
熟
し
な
が
ら
、
健
康
で
、
楽
し
く
、
美
味

し
く
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
気
持
ち
で
人
生
の
道
を
歩
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

道
の
駅
文
庫
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
太
陽
や
風
を
感
じ
ら
れ

る
す
ぐ
れ
た
図
書
を
選
定
し
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

①
「
醗
酵
ウ
コ
ン
粒
」
１０
名
様
に

★
タ
テ
の
鍵

▼応募方法

里山ビジネス

玉村豊男 著

（集英社新書）

定価６８０円（税別）

●クロスワードパズルの答Ａ～Ｈを記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新聞を手に入れ

た場所⑨今月号で一番良かった記事⑩その他のご意見・ご感想を

官製はがきに明記し、〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１虎

ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人 人と道研究会「１９号クロスワー

ド係」宛、９月３０日必着でお送りください。パズルの正解者には

抽選で３０名様に記念品をプレゼントします。

９

２５

と

Ｅ

ん

４

１４

玉
村
さ
ん
は
、
料
理
や
食
文
化
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
方
と
し
て
著
名
だ
。
軽
井
沢
に
住
ん
で
い
た
が
、
体
調

を
崩
し
た
の
を
機
に
農
の
あ
る
暮
ら
し
を
求
め
て
２
年
か
け
て

理
想
の
土
地
を
奥
さ
ん
と
と
も
に
探
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

９１
年
に
長
野
県
東
部
町
（
現
東
御
市
）
の
山
中
に
土
地
を
得
て

引
っ
越
し
た
。

「
こ
こ
だ
、
こ
こ
し
か
な
い
、
こ
こ
に
決
め
た
」
。
玉
村
さ

ん
は
そ
の
土
地
を
見
た
と
瞬
時
に
そ
う
思
っ
た
と
い
う
。
そ
こ

は
、
か
つ
て
里
山
に
住
む
人
々
が
養
蚕
の
た
め
に
作
っ
た
桑
畑

の
跡
地
だ
っ
た
。
玉
村
さ
ん
は
こ
の
荒
れ
た
桑
畑
を
買
い
、
こ

こ
で
念
願
の
ブ
ド
ウ
栽
培
を
始
め
た
。
こ
の
生
活
拠
点
を
玉
村

さ
ん
は
ヴ
ィ
ラ
デ
ス
ト
と
な
づ
け
て
い
る
。
ヴ
ィ
ラ
（
Ｖ
Ｉ
Ｌ

Ａ
）
は
別
荘
を
さ
す
が
、
も
と
も
と
は
都
市
と
田
園
を
往
復
し

て
暮
ら
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
拠
点
を
意
味
し
た
と
玉
村
さ
ん

は
言
う
。
ブ
ド
ウ
栽
培
が
進
み
２
０
０
４
年
、
こ
こ
に
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
里
山
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

を
訪
れ
る
人
は
今
で
は
年
間
５
万
人
に
も
な
る
と
い
う
。

本
書
は
、
玉
村
さ
ん
の
農
的
な
暮
ら
し
の
延
長
上
に
い
わ
ば

必
然
的
に
で
き
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
カ
フ
ェ
、
シ
ョ
ッ
プ
づ
く
り

の
物
語
で
あ
り
、
手
作
り
の
里
山
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
も
う
一

度
、
日
本
人
の
仕
事
と
暮
ら
し
の
方
向
を
問
う
、
そ
ん
な
本
で

あ
る
。
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２４
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１３

２７

②
「
新
版

日
本
の
橋
｜
鉄
・
鋼

橋
の
あ
ゆ
み
｜
」を
１０
名
様
に

③
特
別
展「
ス
リ
ラ
ン
カ
」

招
待
券
を
ペ
ア
１０
名
様
に

④
徳
島
特
産
品
「
す
だ

ち
」１
㌔
箱
を
１０
名
様
に

Ｈ

２

１６

１９

Ｇ

７

２３

Ａ

▶
応
募
方
法

１

１０

１５

２２

２６

１８号の正解は

「ヘイワトアンゼン」でした

★ヨコの鍵

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

人
と
道
パ
ズ
ル
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